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序　　　　文

文化財行政の当面する課題の一つに，埋蔵文化財の保護対策があります。

近年の産業経済の発展に伴う諸開発事業によって，消滅する遺跡の数は増

加の一途をたどっており，この傾向は最近の経済事情のなかにおいても変化

のない有様であります。福岡市とて例外ではなく宅地造成その他による開発

はとどまるところを知らないのが現状であります。

当教育委員会では，やむをえずして保存できない文化財については事前の

発掘調査をもって記録保存につとめています。

今回の発掘調査は，片江区画整理地域内における緊急調査で，国庫補助事

業により実施しました。この調査は，すでに昭和47年度に古墳群を対象とし

て実施しており今回の調査は第2次の発掘調査です。さらにこの地域内には

甕棺墓などの存在が知られており今後継続事業として発掘調査を実施してい

く予定です。

発掘調査の成果につきましては，報告書に見られるように古墳時代の住居

跡と，それをとり囲むと思われる溝状遺構，さらに柵状遺構などが検出さ

れ，この時代の生活及び集落構造を究明するうえで多くの成果をあげること

ができました。これも、地元作業員を始め多くの人達の埋蔵文化財への深いど

理解とど協力によるものであって，深甚の敬意を表するものであります。

本報告書が地域住民はもとより市民各位の文化財保護忠恕の育成に活用さ

れますと共に，学術研究の分野において役立つことを願うものであります。

昭和52年3月

福岡市教育委員会

教育長　戸　田　成　一



Ⅱ

凡　　　　例

1　本書は福岡市西区片江区画整理事業の計画にとも

ない，昭和50年度国庫補助事業として福岡市教育

委員会社会教育部文化課が，昭和50年9月16日か

ら12月4日までの約3か月にわたって発掘調査を
かたえつじ

実施した片江辻遺跡の発掘調査報告書である0

2　本書の執筆と編集は，塩屋勝利と力武卓治が分担，

協議して行なったが，福岡市文化課の柳田純孝，

二宮忠司，飛高憲雄，井沢洋一，折尾学，柳沢一

男，山崎純男氏等の助言と協力をえた0

3　遺構，遺物の写真撮影および実測図の作成，トレ

戸スは，塩屋と力武が分担して行なった。

4　写真図版の遺物ナンバーは，挿図の遺物番号と一

致する。

5　遺物実測図の縮尺は，須恵器，土師式土器，陶磁

器を％か％に，石製品，鉄製品を％（棗玉は14）

に統一したO　なお遺物写真の縮尺は，石製品が％

であるほかはすべて不統一である。

6　遺構実測図のうち住居跡実測図は％0に統一し，

各々にその計測値表を付した。

7　表紙題字は有元成壕氏（西部書作家協会初代会長

・九州女子大学教授）よりいただきました°
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発掘調査に至るまで　1

第I章　は　じ　め　に

1　発掘調査に至るまで

片江地区土地区画整理事業にかかる区域は，南北は池山山麓から神松寺まで，東西が堤から

七隈に至る広大な面積に及んでおり，当該地区内の埋蔵文化財について昭和46年度に分布調査

が実施されたO　その結果，山麓部に古墳群があり，丘陵部には甕棺墓，住居跡等が存在するこ

とが判明した。

第1次発掘調査は昭和47年度の国庫補助事業として区画整理事業地内に所在する古墳6基，

すなわち片江2～4号墳と6～8号墳を対象として実施された。その成果については，すでに

報告書が刊行されているとおりであるが，さらに特筆すべきは）調査された古墳群の中で1つ

の単位群を構成する片江6～8号境の3基の古墳が現地で保存されることになったことであ

る。このことは，発掘調査が開発を前提とし

た緊急調査であったにもかかわらず，文化財

保護に対する地元の方々のど理解によって現

地保存がなされたという点で重要な意義を有

するものであるO　また，この古墳群は福間市

立歴史資料館によって模型が製作され同館に

展示されており，現地の古墳とともに文化財

の身近な教材として活用されている。

昭和49年12月になって，それまでの片江区

画整理事業準備委員会が発展解消し，片江土

地区画整理組合が正式に設立され，具体的に

区画整理事業が推進されることになった。計

画の具体化に伴い，福岡市教育委員会は，区

画整理事業地内に包蔵されている甕棺墓およ

び住居跡等の調査について，区画整理組合と

協議を行ない，つ1）福間市西区大字片江字天神

地区，（2）片江字辻地区，（3）片江字西地区の3

地点を昭和ち0年度の国庫補助事業として発掘

第1次発掘調査（片江6～8号墳）

片江6～8号墳模型（福岡市立歴史資料館展示）



2　発掘調査の組織と構成

調査するところとなった。

発掘調査は昭和50年9月16日より着手し，天神地区および辻地区については予定どおり終了

したが，西地区については区画整理事業の計画との関係で，翌年度以降に持ち越すことになっ

た。

2　発掘調査の組織と構成

1　発掘調査の組織

調査委託者　片江土地区画整理組合

調査主体　　福岡市教育委員会

2　発掘調査の構成

調査担当　　福岡市教育委員会社会教育部文化課埋蔵文化財係

事務担当　　清水義彦　三宅安富　国武勝利　木村義一　佐藤正恵　鍵田千恵子

柴田陽子　柴田美絵

発掘担当　　塩屋勝利　力武卓治

資料整理　　花畑照子　高倉栄美　宇美富子　百武謙治

調査協力者

広田長登　大穂亮一　磯山茂十郎　松隈和美　八尋良平　大穂初寳　鶴田源太郎

石橋清樹　鶴田　忠　森住千代城　石橋俊次　花田信雄　大津綱治　松尾和三郎

八尋益記　襲原義孝　岡部仁生（片江土地区画整理組合）

大穂儀郎　大穂金作　大穂恒季　柴田清美　花田シズエ　八尋竹子　大穂洋子

花田房子　松尾タキノ　鶴田ナヲ　青木ナオエ　八尋ミヨシ　三穂ムツ子　大穂アサ子

田角由子　八尋カオル　田角ナツエ（発掘調査作業員）

鈴木勤一郎　松尾誠二（小松建設工業株式会社）

日下部　直　岡部直好　龍　陽子　本荘陽子　広田一幸　広田長登（土地所有者）



位置と環境　3

第Ⅱ章　発掘調査の概要

1　位置　と　環境（Fig．l Tab．l PL．1）

福岡平野の西部を占める早良平野は，東側を油山山塊より派生して北へ突出する鳩ノ巣山

（標高100．5仇）を中心とした平尾丘陵によって限られ，広義の福岡平野と区分される。この

早良平野東緑部は，池山北麓より分岐していくつかの低平な丘陵が細長くのび）室見川を中心

河川として展開する西側の広大な平野部とは異なり，地形的に1つのまとまった小地域を画し

ている。この地域の主要河川である樋井川は，池山東北麓の谷間に源をもち，その支流の片江

川，一本松川，駄ケ原川などの中流が丘陵の間を開析して流れ，流域に狭少な沖積地を形成す

る。これらの小支流は友泉付近で合流してさらに北流し博多湾に注いでいる。

片江土地区画整理事業の対象区域は，この地域のほぼ中央部を占めているO南北は片江川下

流にかかる神松寺橋を北限とし，南は片江川の源，池山北麓の鳥越までの約2．4随の範囲であ

り，東西は金山の丘陵と堤から片江にのびる丘陵西側斜面に挟まれた南北に長い区域である。

地形的には片江川によって開析された沖積地が大部分を占め，南奥部の洪積丘陵と，東部の堤

から片江にのびる丘陵の西側斜面をも含んでいるO　この地域を含む樋井川流域一帯は，律令時

代の早良郡眈伊郷に比定される地域であり，その範囲は福間市に合併する以前の早良郡樋井川

村とほぼ重なるものと考えられる°

ところで福間市近郊の農業地帯であったこの地域周辺も，最近の急激な都市開発の進展によ

って急速に宅地化しつつあり，豊かであった自然環境を大きく変貌させている。開発に伴う埋

蔵文化財の緊急発掘調査も相ついで行なわれ，歴史の皮肉な側面としてこの地域周辺の過去の

歴史が次第に明らかにされつつあることも事実である。この地域の歴史環境については，これ

まで調査された遺跡の報告書に詳しく述べられているので多くはそれに譲ることにし，ここで

は簡単にその特徴を記すことにする。

この地域周辺の先土器時代の資料については，これまで全く知られていなかったが，1976年

7月のカルメル修道院内遺跡の発掘調査において尖頭器が出土し，初めてこの地域にも先土器

時代の人間の足跡を認め得るようになったO

縄文時代については，池山北麓部の丘陵谷間などに土器や石器の散布地が認められる。押型

文土器・石鏃などが採集された箱ノ池遺跡や柏原遺跡，曽畑式土器・石鏃など採集されている

五ケ村池遺跡，晩期の条痕文土器を出土した笹栗遺跡をはじめ数か所の遺跡が知られている°



4　周辺主要遺跡一覧表

Tab・1片江辻遺跡周辺主要遺跡一覧表
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しかしながら，その遺構については全く不明であり，今後の調査に待たなければならない。

弥生時代になると，／この地域においても遺跡数は急激に増加し，人々の生活空間として積極

的に利用されるようになったことを示すが，早良，福岡の両平野部とは異なり，前期初頭から

の連続的発展を証明する遺跡はこれまで発見されておらず，今のところこの地域の弥生時代の

幕明けは，前期も終末期以降からである。その後の発展過程は，宝台遺跡の集落構造，丸尾台

遺跡の甕棺群と副葬品に見られるように，この地域も北部九州弥生時代中期社会の一般的形態

を表現していると言える。後期についても遺跡の分布はさらに拡大すると考えられるが，古墳

時代を高塚式古墳に象徴される社会とするとき，その過渡的形態としての墳墓の発見はなく，

わずかに浄泉寺遺跡の住居跡群，小笹遺跡の土地墓群によって，この地域の後期段階を断片的

に知り得る程度である。

これまで語られてきたこの地域周辺の古墳時代の特徴は，畿内型古墳の末伝播と）後期にお

ける群集墳の爆発的な増加という2点にあったと言える。しかしながら，京の隈遺跡の発掘に

よって，この地域にも畿内型古墳の存在することが証明され，今後，その事業を踏まえて，この

地域の古墳時代の構造的解明をなすべき問題が提起されたと言える。また群集墳については，

急激な都市開発に伴い発掘調査例が増加しているところであり，次第に個別的な実態が明らか

にされつつあるが，同時代の生産遺跡，集落遺跡などの解明と合せて，その実体を経済的基礎

と政治的諸関係との関連において明らかにすべき段階にあると言えようO

続く歴史時代の実態については，笹栗遺跡における奈良時代の製鉄遺構，京の隈遺跡の平安

末期経塚が発見されているだけで，多くは今後の調査研究に得たねばならない。

2　発掘調査の経過（Fig．2）

唱和48年度の第1次発掘調査（片江古墳群）に至る分布調査の際，区画整理事業地区内には

弥生時代，古墳時代の集落跡や水田跡などが包蔵されていることが指摘されていた。本年度は

その結果と新たな知見のもとに，区画整理事業計画の進展と合わせ，幹線道路新設計画地内の

次の3地区を発掘調査の対象とすることになった。

①　天神地区……福岡市西区大字片江字天神1186番地

②　辻地区……　〝　〝　　〝　字辻1095，1096，1097，1101番地

③　西地区……　〝　〝　　〝　字西1316，1318番地

天神地区は表面採集によって弥生式土器片，土師式土器片などが得られたところで住居跡

などの包蔵が予想され，辻地区は福岡市遺跡台帳彪551北片江遺跡の西南隣接地にあたり，古

墳時代の住居跡などが包蔵されていると考えられた。また，西地区については，1928年，京都



8　発掘調査の経過

大学の水野清一．島田貞彦氏によって発掘された甕棺墓包蔵地に南側より対噂する地点で，分

布調査においても甕棺の破片が採集され，弥生時代の甕棺墓包蔵地であることが予想された。

発掘調査は9月19日より開始し，まず最初に天神地区を着手した。天神地区は片江集落をの

せる丘陵の中央部で，現況は畑作が行なわれ，最高地の標高は23．75mである。計画道路に合

わせ，幅6m，長さ20mのトレンチを設定して表土削ぎを行なったが，厚さ20cmの耕作土の下

はすぐ黄灰色粘土の地山となり，遺物包含層や遺構の掘り込みなど全く検出されなかった。こ

の結果，天神地区は，かつて開墾や博多人形の陶土取りなどによって地山が削り取られ，遺跡

はすでに破壊されていたことを確認した。

辻地区は天神地区の発掘と並行して9月19日から伐採作業を先行し，9月25日より発掘にか

かった。まず，最も高位のⅠ区より開始し，続いてⅡ区を並行して行なった。Ⅰ区，Ⅱ区の調

査を10月18日までに終了し，Ⅱ区で検出された柵状遺構がさらに北側にのびることが確認され

たので，Ⅱ区の北側に1段落ちる畑地を新たにⅢ区として10月20日より発掘にかかった。そし

て，辻地区の全ての調査を12月4日に終了した。

西地区については，区画整理事業計画に問題が生じたところから，本年度は調査を実施でき

なくなり，来年度以降に持ち越すところとなった。

天神地区発掘調査風景（昭和50年9月）
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第Ⅲ章　調査の記録

1　遺跡の立地（PL．2）

片江土地区画整理事業の対象地は，すでに記したどとく，片江1出こよって形成された沖積地

が大部分を占めるが，その一部は堤より北にのびる丘陵の西側斜面をも含んでいるO　この丘陵

は西の片江川，東の一本松川によって開析されて独立丘陵のような観を呈している。片江集落の

ほとんどはこの丘陵上に営まれているが，宅地化の波は急激に沖積地面にも進展しつつある。

辻地区は，この丘陵の最北端部にあり，片江川と一本松川との合流地付近の狭少な沖積地に

面しており，この沖積地を挟んで北の丘陵には，神松寺古墳，浄泉寺遺跡，カルメル修道院内

遺跡などの遺跡が存在し，あたかもこれらの遺跡と対噂しているかのような位置関係にある。

また昭和4年に友泉より池山に通じる県道池山線の拡幅工事の際，辻地区の東側斜面より合口

甕棺が出土しており，さらには福間市文化課が1970年度に実施した遺跡分布調査の際に，須恵

器，土師器が表採され北片江遺跡として登録されていることなどから，遺跡存在の可能性は十

分に考えられることであった。なお北片江遺跡という遺跡名は，もとよりその範囲を限定して

登録されたものではなく，今回の発掘調査範囲はそれに重複するが，あえて片江辻遺跡と呼称

し区別することにした。

2　調査区の設定（Fig・3）

片江辻遺跡は，丘陵の突出部にあるために北側に向って傾斜大きく，東側は県道池山線と宅

地によって削り落され崖面をなしているO南側はわずかに標高を増しつつ片江集落へ繋がって

いる。北傾斜面は，3m程の段差を持って階段状をなしており，現況が旧地形をとどめている

とは考えられず，畑耕作時の整形など後世のある程度の人為的な結果によるものであろう。こ

の最も高い段をⅠ区とし，低くなるごとに工区，Ⅲ区と呼ぶことにし，全面に磁北に従って10

仇方眼のグリッドを組み，Ⅰ区より調査を開始することにした。

3　I　区の調査（PL．3）

韓も高い位あこあるⅠ区は，標高21仇前後で　わずかに北に向って傾斜するがほぼ平坦面を
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月

Fig・3　片江辻遺跡地形図（縮尺％00）

なしており，県道池山線拡幅工事の際，合口甕棺が出土したという位置に接しており，過去の

こうした事実や，周辺遺跡の立地などから甕棺などの弥生時代遺構の存在は当然予想されたの

であるO　このため東側崖面に接して南北に幅4仇，長さ15mのトレンチを設定し，これを第1

トレンチと呼んだ。第1トレンチでは，耕作土下15～20cm程度で地山が現われ，30数個の小ピ

ットが全面にわたって検出された。これらの小ピットは，大きさ，深さなどに画一性，統一性

は認められず，また出土遺物も小破片であり時期決定にも困難な数量であった。このために，

第1トレンチの南端に接して西へ直角に201札の第2トレンチを設定し，明瞭な遺構の出現を期

待した。第2トレンチでは，第1トレンチとは様相を異にし，地L抽ゴ東に向って傾斜しており

耕作土下に数層の土層が堆積していた。Fig・4は，第2トレンチ南壁の東西の土層図と西堂の
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南北の土層図である。I層は耕作土層で約15cmの厚さで水平な堆積をなしている。Ⅱ層は砂質

黄褐色土層O　Ⅲ層は第1トレンチと第2トレンチの接合付近で長さ4mにわたって検出した北

西方向にのびる溝状遺構に堆積している砂層で，近世の染付白磁片が出土したO　Ⅳ層は茶褐色

土層で約50cmの堆積をなす。Ⅴ層は暗茶褐色土層で堆積は薄いO　Ⅵ層は地山に掘りこまれたピ

ット状遺構に堆積した土層で黒茶褐色を呈しているO遺物は，青磁，陶器，須恵器，土師器な

どで，Ⅰ層よりⅥ層までのすべての層より出土しており，層位的な区別はつけられない。むし

ろ第2トレンチ西端の低くなっている部分を平坦化したようであり，この推測は遺物の混在と

近世陶磁器類の量の多さからも妥当性があるものと思われる。第2トレンチでも20数個の小ピ

ットを検出したO　これらはトレンチの西側に集中する傾向にあるが，第1トレンチの小ピット

群と同じように，明確な遺構として把握できなかった。さらに第2トレンチの南側に3仇×3

mの小グリッドを2か所で発掘したが，第2トレンチのような土層の堆積もなく，小ピットも

検出できなかったO　これらのことから，当初の予想は裏切られ甕棺墓などの遺構の検出はでき

なかったが，地山面の傾斜が北西方向に低くなっており，むしろ低い位置にあるⅡ区，Ⅲ区ほ

ど遺構残存の可能性は大きいものと考えられた。

出土遺物（Fig．4）

いずれも小破片で図化しえたのは須恵器の3点の

みであるO

須恵器（S－1～3）

S－1は坏蓋で天井部を欠く小片で復原田径16．O

c机，口縁部と天井部との問に2条の沈線がめぐる。

S－2は坏身で全形の冤の破片である。復原田径

13・4cmあり，鹿部の回転へラ削りは約12を占める。

S－1・S－2ともロクロ回転は不明O S－3は甕

の口辺部で丸みのあるロ縁外面下には，櫛で波状文

を描き，その下に2条の沈線をめぐらしている。

（E）

法壺ま 4m

』［Ⅰ一一ロー；一一一一一二二∃

Fig．4　Ⅰ区出土須恵器実測図（縮尺％）と土層断面図（縮尺兢60）
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4　II区の調査（PL．4）

Ⅱ区もI区と同じように平坦な面をなすが，

やや北西方向に傾斜しているOトレンチは，こ

の中央部に幅41札，長さ22mに南北にいれ，第

3トレンチと呼称することにしたO土層は，耕

作土下はただちに花崗岩バイラン土の地山で，

30数個の小ピットと南北方向の溝状の落ちこみ

の一端が現われたO　このため小ピットの広がり

と溝状遺構の北端を押えるために東北部に拡張

したところ，東側崖面近くで直径約1．3mと直

径約1．7mの円形の落ちこみが検出され墓拡と

恩われたのであるが，無遺物で墓拡と判断する

有力な資料は，なんら得ることができず，その

性格は不明と言わざるをえない。ただし，耕作

土や小ピットの中には，小破片ではあるが弥生

式土器，須恵器，土師吉，青磁などが出土し，

特に小ピットより磨製扁平片刃石斧の完形品が

出土したこと，さらには，溝状遺構の北端がも

う一段下のⅢ区までのびており，出土遺物の増

加とともに標高が低くなるごとに次第に遺跡の

中心に近づきつつあることを恩わしめた。

出土遺構

Ⅱ区で検出した小ピットは，Ⅰ区の小ピット

より深く，より良好な状況を示してはいるもの

の，かなり削平されているようで柱穴とは断定

Lがたい。ここでは，北にのびる柵状遺構のみ

について記すことにする。
さく

柵状遺構（Fig．5　PL．5）

第3トレンチで検出した溝状の落ちこみは，

幅約1．2m前後，長さ約10mあり，Ⅱ区とⅢ区

との問にある崖面で終わっている。傾斜角は，

塗壁≧こゴ≦

Fig．5　柵状遺構実測図（縮尺％0）
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約7度でほぼ等間隔に不整円形のピットが掘られており13個を数えるO　ピットの大きさ，深さ

ともに一定しないが，横断面で見れば，逆台形状の溝を掘った後，その溝底に円形のピットが

掘られたものと思われる。現況は，やや階段状に近いが，上面が削平されていることを考慮し

て柵状遺構と推測された。遺物は，覆土より須恵器（S－4）が出土した外は，時期を決定し

うるような遺物は検出されなかった。調査期間の時間的制約からⅡ区の拡張はできず，つぎに

Ⅲ区の発掘調査に移動したために，椰状遺構という呼称の妥当性，さらには，どのような遺構

に対しての構築であったのかは現状では断定できないO

出土遺物

石製品（Fig・6）

全長4．5cm，幅2．4C杭　厚さ0・9cmの大きさで，一部に

欠損が見られるが完形の磨製扁平片刃石斧である。基部を

含む全面に研磨が施されており，刃部は先端より1第の部

分に約30度の角皮をもって片面よりつけられているO図裏

面は平坦であるが刃部先端でやや上がりぎみとなり尖った

刃先をっくっている。扁平片刃石斧としてはきわめて小型

の部類に入ろう。砂岩質の石材が用いられている。

須恵器（Fig．7）

S－4は坏蓋で全形の12の破片で天井部を欠くが，ほぼ

復原できるO　口径は11・4cm，器高は3・4cm。天井部の回転

へラ削りは％程を占め，その1単位の幅はせまく，天井頚

部は平坦をなす。稜部は水平に突出し，やや開きぎみのロ

縁部が続く。言縁端内面には明瞭な段があるO胎土，焼成

とも良好で，内外面とも青みをおびた黒灰色を呈す。ロク

ロの回転は逆時計まわりのようである。

－「l一一
四K一一1

0 5cm

Fig・6　Ⅱ区出土石器実測図

（縮尺％）

0

』コ＝よ＝＝＝ゴcm

Fig．7　棚状遺構出土須恵器
実測図（縮尺兢）

5　Ⅲ区の　調査（PL．6）

Ⅲ区は，南区長丘から西区干隈に通じる幅151札の道路が建設される部分にあたり，またI

区，Ⅱ区の発掘調査知見から，標高約15仇程で最も下段にあるⅢ区は，遺構の残存している可

能性が大であり，Ⅱ区で検出した柵状遺構の性格究明からも，Ⅱ区とⅢ区との問にある崖面を

も含む全面の発掘調査が必要となった。柵状遺構の北端については，先にも記したどとく崖面

上で終っており，その北端部とⅢ区崖面下とは，約1抑程の比高差がある。
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出土遺構

Ⅲ区検出の2条の溝状遺構と4軒の住居跡は，その検出順序から第1，2号溝，第1，2，

3，4号住居跡と呼称した。

第1号溝（Fig．8）

第1号溝は，Ⅱ区とⅢ区との問の崖面下において，幅約1・5～21杭　長さ約22mにわたって検

出したもので，その崖面にそってゆるやかに彎曲しながら東西にのびているが，Ⅱ区の柵状遺

構の北端下付近が最も高く，東西に向かって次第に深さを増しているO検出部における最深部

は西側端であるが，溝上面との差は約30cm程でかなり浅い。溝斜面の掘り込みも明瞭でなく，

遺物も須恵器，土師器，陶磁器などの小破片が混存して出土しており，意図的に掘られた溝と

いうよりも，むしろ崖南下のために雨水などによる自然的な結果の溝と考える方が妥当性があ

るのではなかろうか〇

第1号溝出土遺物

出土遺物量はきわめ

て少量で，かつ小破片

であったために図化し

えたのは陶磁器6点の

みであった。

磁　　器

J－1は，削り高台

0　　　　　　　　　　　　　10cm
仁一）i　－。土二二っにここ±ここ■－一一一一一二∃

を持つ白磁碗である。
Fig・8　第1号溝出土遺物実測図（縮尺％）

高台径5cm，高台高6

mあり，高台の削り出しは粗雑で，休部との境に小さな段がある。畳付は水平でなく高台脇は

露胎であるO釉は淡緑色をおびた灰白色を呈し見込内底は輪状に施釉されていない。J－2は

，鹿部を欠いているために高台の有無は不明であるが，白磁の皿であるO鹿部より大きく外に

開きながら尖りぎみの口縁へと続くが，途中3か所で内側に屈曲する。釉は灰白色を呈し，鹿

部は露胎でありこの部分には櫛臼状文が認められる。休部，見込ともに文様は見られない。施

釉された部分には貫入がある。口径は11．4cm。J－3は青磁碗の鹿部で削り高台であるが欠損

のため高台径，高さともに不明。釉は暗緑色を呈しかなり厚くかけられている。高台内は露胎

で赤銅色を呈するOJ－4は口辺部を残すのみで全形を知りえないが長胴の壺形をなすものと

思われるO　口辺部は折り返され，さらに内傾ぎみに直立する。釉は淡緑色で，胴部内面には施

釉されないO　口径4．8cm。J－5は暗茶褐色胎土の陶器で休部上半を欠く。厚手の鹿部に内彎

しながらのびる胴部がつく。釉は自黄色をおびた暗茶褐色を呈し，鹿部上面までかけられる。
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鹿部は回転糸切りの手法が見られるO底径4C偶。J－6は復原底径23・4cmのかなり大きい鹿部

でやや凹状をなす。鹿部端は鋭い面取りが行なわれている。釉は内面が黄緑色で細かな貫入が

見られる。外面は黄黒色釉で鹿部は露胎である。胎土はJ－5と同じように陶土を用いている

がより精良であり，焼成もよい。

第2号溝（Fig．9　PL．7）

第2号溝は，Ⅲ区のほぼ中央部でその西南端を検出したもので　幅と深さを増しつつ，やや

北へ彎曲しながら北東方向へのびている。この溝の延長部は，宅地造成ですでに削られている

ために北東方向への発掘は不可能であるが，発掘によって全長約12血を検出した。幅，深さと

もに最も大きい北東端部では，幅約5m，深さ約48cmを計る。溝に堆積している土層は次の5

層に分けられるOI層は濃い褐色粘質細砂礫土。Ⅱ層は褐色粘質細砂礫土O　Ⅲ層は黄褐色粘質

土OⅣ層は褐色バイラン粘質土。Ⅴ層は黄褐色バイラン粘質土である。遺物はすべての層に包

含されているが，I層は近世の白磁片が出土しており）畑耕作による攪乱をかなり受けている

ようである。Ⅱ層よりⅤ層までは須恵器と土師式土器のみで大きな攪乱はないようであるが，

出土遺物における時期差と層位とは明瞭に一致しない。第2号溝出土遺物には，第1号住居跡

の覆土中より出土した高坏（S－28）と接合するものがあり，また住居跡に添って掘られ北に向

って彎曲するかのようであり，住居跡群をとり囲む周溝というような関連も考えられようが，

残存部のみではそれを積極的に肯定する資料を欠いている。

第2号溝出遺物

須恵器（S－5，6）

S－5は蓋のつまみ部の小破

片である。つまみは，ほぼ水平な

．．一一エ＝添宅あ二　、．

0　　　　　　5cm
し－－1j一一一1－－i一一一一」

天井部に貼りつけてあり，その　主∃生60m

中央は凹状で左右へのはりは，

あまり鋭くない。胎土は灰白色

を呈しており砂粒の含有は少な

いO　内外面とも灰色を呈してお

り焼成は良好である。つまみの

S－5

0　　　　　　　　　　1m

Fig．9　第2号溝出土須恵器実測図（縮尺％）と

第2号溝土層断面図（縮尺毯0）
径は2．5cmである。J－6は高

台付坏で休部のほとんどを欠いており，鹿部残存部も全形の勉にも満たない小破片である。復

原径9．6cmを計る高台は，回転へラ削りをした坏鹿部に貼りつけられており，その後回転横ナ

デを加え接合している。高台端はやや外に突出しているが，丸みをもっている。胎土，焼成と

も良く，内面は淡灰色，外面は灰色を呈している。
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住居跡

Ⅱ区の発掘で検出した住居跡は計4軒で，第1号から第4号までの名を付したが，番号は住

居跡相互の時期差を示すのではなく，単に検出順序を示すにすぎないO　これら4軒の関係は，

第1号住居跡が第2号住居跡を切り，第4号住居跡が第3号住居跡を切っている。第2～4号

住居跡はいずれも宅地造成によってその一部分を削られており，完全な姿をとどめるのは第1

号住居跡のみであり，第3号住居跡にいたっては，わずかに壁のコーナーを残すにすぎない。

以下各住居跡について記すが，壁の呼び方はFig．10のどとく，各住居跡の2つのコーナーが

南北の位置にあることから北壁，両壁とはせず，北のコーナーより時計まわりでA，B，C，D

壁と呼ぶことにする。また住居跡内のピットについてもこれに準じてp－1，2……とした。

第l号住居跡（Fig・10　Tab．2　PL．8，9）

Ⅲ区の現況は北西方向に傾斜しているために，南西側のB壁がもっとも保存状態がよく床面

よりの高さは約45cm程ある。各壁の長さはコ一ナ一問を計測したが表に示したどとくB壁がや

や長いが，ほぼ正方形プランの住居跡であるO住居内には，5個のピットがあるが主柱穴と思

われるのはP－1～p－4の4個で，各ピット問の長さも壁に比例しておりp－4からP－1

問が最も長い。P－1～p－4の床面からの深さは，60cm～72cmであまり差はない。p－5は

深さが23cmと浅く柱穴とは考えがたい。かまどはD壁の中央につくられているが，土圧と耕作

の為に著しく変形している。壁溝はB壁，C壁に見られ，A壁とD壁とでは途中切れており全

周しない。しかし，この部分が第2号住居跡の上にあたり，地山と同じ黄褐色土を薄く貼って

いるために明瞭さを欠いていたためであり，おそらく全周するのであろう。床面は，わずかな

がらD壁に向かって傾斜しており，第2号住居跡とはFig．27のどとく切り合っているが，重

複した部分のみだけでなく，重複していない部分も同じような土を貼っているようである。住

居内のほぼ中央に小児人頭大程の石が炉のように置かれているが，床面より約20cm程高く，ま

た焼土なども認められないことから，第1号住居跡に伴う遺構とは断定できない。

遺物は，須恵器，土師式土器，紡錘車，砥石などであるが，これらのほとんどは覆土中から

の出土であるO　かまどからは，土師式土器は甕形土器（H－3），鉢形土器（H－9）と髄（H

－12），須恵器は坏身（S－25）が置かれたような状態で出土したO床面からは，髄（H－11），

甕形土器（Ⅱ－10）の土師式土器O坏蓋（S－10，13）の須恵器。さらには壁溝からは，高坏

形土器（H－7），手担ね土器（H－5）の土師式土器，小型短覇壺（S－38）の須恵器が出土

しており，これらは第1号住居跡に伴う遺物と判断されるO焼土がH－11の甑出土付近にわず

かに見られるが，貯蔵穴や張出部などの施設は，住居跡の内外にも存在しない。

主柱穴と思われるP－1～p－4は，相対するコーナーを結ぶ対角線上に位置しており，ほぼ

長さの等しい各壁や柱穴問の距離などは，きわめて数値的に計画構築されたことを思わせる。
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第1号住居跡の出土遺物

須恵器（Fig．11～13　Tab・3　PLl・10，11）

第1号住居跡より出土した須恵器は，覆土中のも含めて坏蓋，坏身，高坏，魂，壷，甕の器

種があり，出土位置，法量，形態e手法の特徴，胎土，焼成などはTab・3に示したどとくで

ある。

坏蓋（S－7～16）

図示した10点のうちS－8のみを除いては，ほとんどが復原実測であり口径などの法量には

やや正確さを欠くことは免れないが，形態，手法，胎土，焼成などの諸特徴からA韓（S－

7），B類（S－8～13），C頬（S－14，15），D類（S－16）の4類に分類したO

A類は，S－7の1点のみであるが，平坦ぎみの天井部にほぼ直立する日録部がつき，目線

端は，微妙に外に開き内面には段を持っており，特に稜部が小さく突出するなど，B類とは明

らかに異なる特徴を持っている。B類は，天井部が丸みをおび，目線部は長いが内彎しながら

外に開く。口縁端内面の段は残っているが，稜部の突出する特徴は失なわれ，四線（沈線）が

めぐり天井部とロ縁部の境をなすO C猿は，B類の口径と大差ないが器高が低くなり扁平な器

形をなす。天井部と口縁部との問の凹線埠B類と同じであるが，鋭利さを欠く。日録部は直立

ぎみであるが，短く口縁端内面の段もにぷい。勘寮は，S－16の1点のみである。天井頚部を

欠くが，丸みを欠き山形をなすものと患われ，口縁部への移行も鈍角に屈曲して外に開き直線

的にのびるなどA～C類とは大きくその器制を異にしている。

坏身（S－17～27）

坏身は，坏蓋と対になって出土したものはない。坏身は坏蓋のように形態的には顕著な差は

ないが，立ちあがりの特徴などによってA煩（S－17～20）とB類（S－21～27）に分類した。

A類は，丸みのある鹿部に水平な受部がつき，立ちあがりは直線的に内偵する特徴を持って

いるが，立ちあがりのみを見れば，直線的にのびるS－15。16と外彎ぎみにのびるS－17e18

の2つに分けられる。B類は，鹿部の丸みがなくなる傾向にあり，受部は水平でなくやや上向

きである。立ちあがりは，内偵するが直線的でなく外彎ぎみであり，立ちあがり上端で，さら

に小さく外反し丸くおさめている。S－25は，かまどに置かれた状態で出土したもので，受部

の特徴からB類としたが，立ちあがりを欠いているために断定できないが，丸みのある鹿部か

らすれば，むしろA類とすべきであろうか。

高坏（S－28～35）

図化しえた高坏は8点であるが，完形品はなく全形を知りうるものはない。これらの高坏は

形態の特故によりA類（S－28），B類（S－29），C類（S－30～34），D類（S－35）の4類に

分けうる。
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Fig．11第1号住居跡出土須恵器実測図（1）（縮尺％）
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Fig．12　第1号住居跡出土須恵器実測図（2）（縮尺％）
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A類のS－28は，脚部が第2号溝からの出土であるO　脚部は，柱状をなさず坏部との接合部

より裾部へ向けて大きく開いているO脚残存部には窓が開けられた形跡はないO坏部は上半分

を欠いているために有蓋の高坏であるかば不明O B類のS－29は，坏部のみで脚部を欠くが，

脚部との接合部より割れており，接合方法をよく知ることができる。坏部の受部，立ちあがり

は，坏身B類の特徴を持っているが，立ちあがりはより直立し，深さも浅いようである。C類

は，S－30～34の5点で，有蓋高坏の可能性もありB類と区別すべきでないかもしれないが，

完形品でなく，B類の脚部が明らかでないことからC類として区別したO S－30～33の脚部は

坏部接合部より，ゆるやかに外に開き裾部をつくるが，その中位程に2条の凹線があり，その

上下3方に窓を持っているO上の窓は坏部接合後に入れられていることが坏部に傷があること

から観察でき，すかし窓にはなっていないO下の窓は3角形ですかし窓となっている。手法的

には，S－30，32には，脚柱状部にカキ目が見られ，S－31，33にはないO　また上の窓は，S

－30，31が長く，S－33は短いO　これはS－33の脚柱状部が短く，低い胸高をなすからであろ

うOIO頬はS－35の1点で，すかし窓を3方に持ち裾端部は丸みを持っている。脚部の大きさ

からいって小型の無蓋高坏であろうO

慮（S－36，37）

S－36は，口縁部を欠く。頚部と球状部の下半にはカキ目を入れている。S－37は，項部，口

縁部ともに欠いているO球状部はS－36に比し肩がはり，凹線を入れて鋭い段をなしており，

カキ目は施されないが，下半部はヘラ削りであり，肩部には斜行文を箆で入れている。いずれ

も球状残存部には孔が認められないが旗であろう。

壷（S－38）

小型の壺で　B壁の壁溝より手担ね土器（H一5）と並んで出土した。肩のはる胴部にやや

内傾する直線的な短い頚部がつく。肩部には，ヘラ記号がつけられている。焼成時には蓋が被

せられていたことが外面の色調よりうかがわれるO

甕（S－39）

S－39は，朝顔状に大きく開いており，外面には櫛目波状文が施され，その下に沈線がめぐ

っているO　この外にも接合復原できなかったが，多量の甕破片が出土しており，これらのほと

んどは，内面に青海波叩き目文，外面に平行叩き目文が見られる。

土師式土器（Fig．14　Tab．4　PL・11）

図化しえた土師式土器は12点で須恵器に比して％強であるが，この数字が須恵器の出土量と

の比を示すものではない。確かに土師式土器の出土量は少ないが，磨滅しており接合復原が不

可能で実測にたえるものが少なかったことが最大の原田であり，このことは，第2～4号住居

跡にも共通して言えることであった。
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Fig．13　第1号住居跡出土須恵器実測図（3）（縮尺％）

整形土器（H－1～3，10）

H－1は，やや肩のはる胴部に外反しながらのびる口辺部がつき，ロ縁端になってさらに小

さく外反する。H－2も，同じような口径であるが胴部から口辺部への彎曲が大きくなる。H

－3は，かまどより出土したもので，直立ぎみの口辺部をもつ。H－10は，口径32．2C仇と大き

く，胴部の接合復原できなかったが，内面に青海波叩き冒文を残しているO

手捏ね土器（H－4，5）

H－4は，全体的に器壁厚いつくりで，口辺部を欠くが壺形をなすのであろうか。H－5は，

墳形の土器で外面の整形は粗雑であるが，内面は言縁部を桟ナデするなど丁寧な調整である。

高坏形土器（H－7，8）

いずれも坏部を欠き脚部の破片である。H－7とⅡ－8は，同一個体ではなく接合しないが

2つで脚部の形態が推察しうるO

鉢形土器（H－9）

H－9は，かまどからの出土で37．4αと大きいロ径をなすO半球状の胴部にゆるやかに外彎

し開く口辺部がつく。器形の大きさに対して器壁は薄いっくりをなす。

甑（H－11，12）

H－11は，口辺部と鹿部を欠き把手部が残る。把手は粘土の接合状況から見て挿入式のよう

である。H－12は，逆に把手部を欠く。H－11に比し器壁はかなり薄く，把手は挿入式接合に

よっていることが明瞭にうかがわれる。

用途不明土器（H－6）

朝顔状の器形をなし漏斗状をなす。胎土，焼成などには他と特別に異なる点は指摘できない。
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Fig．14　第1号住居跡出土土師式土器実測図（縮尺％・％）
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須恵器一覧表　23

（単位cm　※印は復原値）

N o．
出 土

位置
各種

器　　 部
（残 存部 ） 法　　 量 形 ．態　 の　 特　 徴 手　 法 －の　 特　 徴 胎土 焼 成 色　　　 調 備　 考

（ログロ匝転 B g．
1p L ・

S　－　 7 覆　 土 Ⅰ不蓋
残 存部 －は全 口径 13 ・0

稜部 は わず か に突 出 し
ロ縁 部 は直 線 的 で やや
外反 す る。

天 井 部 は％ 程 を箆 削 る
が項 部 は施 され ない 。 良 普通

内外 面 回転
1 1 1 0形 の％ 器 高　 4 ．3 口端 内 面 に にぷ い段 を

持 つ 。
灰　 色 －　不明

S　－　8 覆　 土 Ⅰ不蓋
口緑 部 をや
や 欠 くがほ
ぼ 完形

口 径 14 ・0
器 高　 4 ．5

ご く浅 い洗 練 がめ ぐり
天井 部 と 口緑 部 をわ け
る。 天 井項 部 は 凹状 °

天井 部 の調 整 法 はS －5
に類 似 す る がロ緑 端 部
内 面は さら にに ぶ 〈な
る。

や や
砂粒 普通

内外 面
灰　 色

順時 計
回転 1 1 1 0

S　■　 9 覆　 土 Ⅰ不蓋
全 形 の％ を
欠 く

口 径　 －12 ．2
器 高　 4 ・4

天井 部 は 丸み をお ぴ、

田緑 部 と の沈 線 は浅 く

一周 しな い。

口緑 端 部 内面 に は わず
か に段 の形 跡 をと どめ
る。

や や
砂粒

l 普通
外面　 灰 黒 色
内面　 灰　 色

鳩時 計
回転 1 1 10

r　S　－1 0 床　 面 Ⅰ不蓋
全 形 の％ を
欠 く

※
口 径 14 ・0

稜部 は わず か に突 出す
る。 ロ 緑部 は長 く、 わ
ず か に外傾 す るO

天 井 部 の箆 削 りは％程
に施 され るの み 。口緑
端部 は 丸 み をお び る。

良 普通
内外 面

灰　 色

転

月 ．
1 1 10

．S ・ 11 覆　 土 杯 蓋
天 井部 を欠 ※ 稜部 に あ た る部 分 に は 口緑 端 部 に は明瞭 な稜

良 普通
外面　 黒 灰色
内面　 灰　 色

回転
不 明

i
月
1 1き全形 の ％

の 破片

口 径 14 ．2 浅 い沈 線 がめ ぐ り、長
め の口緑 部 へ と続 く。

は な いが 、角 度 を持っ
て お り、凹 状 を呈 す る。

1 S　－ 12 覆　 土 Ⅰ不蓋
全 形 の％ を
欠 く

口 径 14 ．4
器 高　 4 ・4

天井 部 丸 く稜 部 に あ た
る部 に は2条の沈線 があ
り、口縁部 は外 傾 す る。

箆削 り部 は天 井部 の％
以 上 を占 め る。天 井 項
部 内面 は ナ デ調整 。

や や
砂 粒

普通
内外 面　 一

灰　 色
鳩時 計

回転 1 1 10

！ S － 13
覆 －土
床　 面 Ⅰ不蓋

残 存 部 は全 －
形 の％

※
口径 14 ・0

稜部 わず か に突 出 す る
口緑 部 高 は低 く外傾 す
る。

天 尭部 の箆 削 りは％以
上 を．占め る。 言緑 端部
は細 く丸 み を もつ。

良

巨

普通

内外 面
灰　 色

鳩時 計
回転

1 1

S　－ 14 覆　 土 坏 蓋
全 形 の％ を

※
口 径 14 ．8 口緑 部 内 零 し高 さも低 口緑 端 部 内面 は か な り や や 内外 面　 灰色

順時 計
回転 か
？

1 1 10欠 く 器 高　 4 ．4 く扁 平 な形 を呈 す る。 鋭 角で 稜線 を持 つ 。 砂粒 －一部 に黒 灰色

S　－ 15 覆 ノ土 Ⅰ不蓋
天 井部 を欠
き残 存部 は
％ の破 片

※
口 径 13 ．8

口緑 部 と天 井 部 の境 に
は 、幅 広 の沈 線 が め ぐ
る。 天 井部 は平坦 か ？

口緑 部 の 中位 で やや 稜
を持 ち、端 部 は 丸み が
あ り内 面 に わず か に段
を持 つ 。

良 普通
内外 面

黒 灰色
回転

不明 11

S　－ 16 預　 土 坏 蓋
全 形 の％ の ※ 言緑 部 は天 井 部 と鈍 角 天井 部 の ％程 が箆 削 り

良 普通
内外 面

黒 灰色
回転

不 明 i i
l

破 片 で天 井
部 を欠 く

口 径 14 ．8 をな し、 直線 的 にの び

て い る。
口．緑 端 部 内面 に わず か
に段 を持つ 。L、

！

S　－1 7 覆　 土 坏 身
全 形 の％ を
欠 く ．

※
口径 1 3 ．0

細 めの 受部 は ほぼ 水平
にの び、 立 ち あが りは
直線 的 に 内偵 す る。

鹿部 の 箆 削 りは％ 程 度
鹿部 内 面 は ナデ調 整 。

良 普通
内外 面

灰　 色
回 転

不 明 1 1

l
I

S　－ 18 ：覆　 土 土不身
全 形 の％ガ

※
口径 1 2 ．2 S －1 7 と形態 差 は あ ま

鹿部 の 箆 削 りは％ を占
め る。 立 ち あが りはか
な り直 線 的 にの び る。

良 不 良 内外 面 鳩時 計
1 1 10欠 損 す る 器 高　 4．8 り見出 しえ な い一 白灰 色 回転

S　－ 19 覆　 土 Ⅰ不身
全 形 の％ を

※
口径 ．1 1 ．8
月0，1．．．

丸 み を持 つ鹿 部 に水平
な受部 が つ く　 立 ちあ

鹿部 内 面 に は叩 き痕 が
喜黒め られ る　 鹿 部の 箆 良 不 良 内外 面 回転

1 1

i

1 0残 す 器 高　 4 ．9 ロ　　　　　　　　　。
が りは細 く内 傾 す るO

Plじt　　　　　　　　　　　。　　＿　ロ削 りは％ をL占め る。 白灰色 不 明

1

S　－2 0 覆　 土 Ⅰ不身
全形 の％ の
破 片

口径 1 4 ・2
受 部 ほぼ 水平 で 端 部 は
丸 い。 立 ち あ が りは や
や 短 い。

受 部の 焼 成色 か ら蓋 を
被 せ て焼 い た こと が観
察 され る。

良 普 通
鹿部 外 面

灰 黒 色
その 他　 灰 色

回転
不 明 1 1

S　－2 1 覆　 土 膵 身
全形 の％ を
欠損

※
口径 1－1 ．0
器 高　 3 ・5

焼 成時 の 変形 著 し く、
鹿 部平 坦 と な る。 立 ち
あが りの 容儀 大 きい 。

鹿 部の 箆 削 りは ％ を占
め る。 この他 は 回転 横
ナ－デ によ る調 整 。

良 普通
内外 面

灰 黒 色
順時 計一　回革

1 1

S　－2 2 琴　 土 士不身
全 形 の光 の ※

口 径 14 ．0
立 ち あが り は内 傾 す る 立 ち あが り、 受部 とも

良 普通
内外 面

1 1 Ⅰ破 片 が端 部 で直 立 す る。 厚 めの つ く り をなす 。 灰　 色

－　S　－2 3 覆　 土 Ⅰ不身 －
立 ちあ が り ※ 鹿部 は 箆削 り部 で 大 き 内傾 す る立 ちあ が りは

砂粒 普通 ・
内外 面

淡 灰色
回転

不明 11部 の ％ が残

．′存

口 径 1 3．4 く屈 曲 し平 坦 な鹿 部 を
なすの で あ ろ う。

中位 で 屈 曲 し直線 的 と
な る。

S　－2 4 題　 土 Ⅰ不身
立 ち あが り
部 の％ を残
す

※
口 径 14 ．0

立 ち あが り は内 傾 し、
中位 で や や上 方 に屈 曲
す る。

立 ち あが りと受部 との
間 には 法線 がめ ぐる。

良 普通
鹿 部 外面

黒 灰色
内面　 灰　 色

回転
不明

1 1

！

　S　－2 5 ・か ま ど Ⅰ不身
立 ちあ が り
を欠 く

受 部径 14 ．9
鹿 部丸 く、受 部 は小 さ
くその 端部 は丸 い 。

焼 成 不 良 で調 整痕 不 明

で あ るが 、鹿 部 の箆削
りは％ 程 度 に施 され る

良 不良 内外 面
白灰色

回転
不明 12 1 0

S　－2 6 覆　 土 Ⅰ不身
全 形 の％ を
欠 く

※
口 径 12 ．0
器 高　 4 ．3 1

鹿 部箆 削 り部 よ り平 坦
とな り、 ほぼ 同 じ厚 さ
をなす 。

立 ち あが りは内傾 し、
端 部 で や や外 反 す る。
鹿部 に箆 記号 あ り°

砂粒 普通
内外 面

準 灰色 －
順時 計

回 転 1 2 1 0

S 一2 7 琴　 土 Ⅰ不身
立 ちあ が り
部 の％ が 残
存

1　　 ※

口 径 15 ．0
受部 端 は 丸 くや や上 向
きで立 ちあ が りは ほ ぼ
垂直 にの ぴ る。

残 存部 で は箆 削 りは認
め られ な い。 ．

ー　良 普通
鹿 部 外面

黒 灰色
その 他　 灰色

回転
不明

12

S　■2 8
再　 土
第 2 号
溝

高坏
Ⅰ不、脚 裾 部
の－大部 分 を
欠 く

基 部径 4 ．6
脚部 は 第 2 号 溝 か らの
出土 。 脚 は柱 状 をな さ
ず裾 部 の開 きが 大 きい

杯部 の 箆削 りは 鹿部 の
％ 程 を占 め る。他 は 回
転 横 ナ デ O

砂粒 普通
内 外 面灰 色 順時 計

回 転 1 2
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S　－29 国　 土 高 Ⅰ不
脚 裾 部 を欠
き、 坏部 も
％ の み

※
「．－1径 14・0

長 めの 受部 に直 立 ぎみ

の 立 ちあ が りが つ くⅠ不

一酢 ぐや や浅 い。

脚部 ．どめ拝 苓部 や割 ．斉1

て お り、接 合法 をよ く
示 して い る。土周 一β内 面
に叩 き痕 。

良 普通
内 面　 淡 灰色
外 面　 灰　 色

順時 計
回転 12

S　－30
第 1 ．4

高 坏
錐 部 は払

基 部径 4 ．8

1

闘柱 状 郎 長 く 2 条の 沈
し　　鹿

上 段 の窓 はす か しで は
、七 良 ．．好適

内 外 両　 灰色
・　太東Jべ

杯 郎婆
12 11号住 居

跡 顔 土
脚 部 よ裾 部
を欠 く

線 を閲 に して 2 段 の 志
を持 つ 。

な い。杯 部 と脚 柱 状 部
に は カキ 日が施 され る

外面－一部 が
灰 黒色

順時 計
回転

S　－3 1 領　 土 高 雄
杯 部 、裾 部

基 部 径 4 ．9
脚柱 状 部 の長 さ、 ．．土．下 脚 柱 状 部 と杯 部 に カキ

良 革通
内外 面　 灰色

回転
不 明

12 11の大 部 分 を 2 段 の 窓 と 2 条 の沈 線 F＝1 が施 され ない こ とを 外面 1一郎 が
欠 く な どS －29 と大差 ない。 の ぞ けば S －30 に類似 。 灰 黒色

S　－32 覆　 土 高坏
Ⅰ不部 、裾 部
を欠 く

基 部 径 5 ・2
脚柱 状 部 で 2 段 の窓 を
持 つ が上段 の それ はす
か しで は な い。

窓 は 3 か所 に見 ら れ上
下窓 の 問 には 2 条の 沈
線 がめ ぐる。

良
普 通 1 脚部　 灰 黒 色

一部 が淡 灰 色
を呈 す る

回 転
不 明

12

S　－33 領　 土
脚 裾 部 ％ の
破 片

脚 柱状 部 か ら朝 顔状 に
閃 く部 分 で す か し窓 が
3か所 にあったのであろ う。

す か し窓 は三 向 野で そ
の 上 方 には 2 条 の 沈線
が め ぐ る。

砂粒 許 通
内面　 育灰 色
外面　 灰　 色

一部　 灰 黒 色

回 転
不 明 12

S　－34 覆　 土 高士不
裾 部で ％ の
破 片

基鹿 部計 ※
17 ．0

す か し窓 の－下部 が 見 ら
れ るにす ぎず その 下 に
浅 い2 条 の洗 練 が あ る。

す か し窓 は三 角 形で あ
ろ う。 裾端 部は 尖 り ぎ
み に な る。

良 普 通
内面　 淡 灰 色
外面　 黒　 色

回 転
不 明 12

S　－35 覆　 土 高坏
脚 裾 部 で％ 基鹿 部 径 ※

裾 端 部 は丸 み を持 っ て
お り 3 か所 にす か し窓
を有 す るよ うで あ る 。

破 片 のた め －す か し窓 の
良 普 通

内 外面 回転
12

の破 片 9 ．0 全 形 不明 。 灰　 色 不 明

S　－36 覆　 土 瓦垂
Ⅱ縁 部 と胴
部の －．部 を
欠 く

胴 部最 大径
口緑部 を欠 くが、 ゆ る
や かに外 反 す る頚 部 に

胴 部最 大 径部 をの ぞ き
カキ 目 が施 され て い る 良 普 通

内 外面 順 時 計
13 11

10 －0 朝 顔状 の 口緑 がつ くの
で あろ う。

残 存部 には孔 －は 見 られ
ない。

灰　 色 回 転

S　ー37 覆　 土 融
胴 部 兄 の破 胴 部巌 人後 残存 部 には 孔 が ない が

最 大径 部 に箆 で 斜 行文
をい れ肩 に は鋭 い段 を
持 つ 。

良 普 通
内 面　 淡灰 色 順 時 計

13
片 10 ．4 ※ 趣 で あろ う° 外 面　 灰　 色 回転 ？

S　－38 壁　 溝 壷 完　 形
口 径　 4 ．5
器 高　 4 ．8

やや 肩 のは る胴 部 に 、
内傾 ぎみの 短 い頚 部 が

つ く。

外 面 の色 か ら蓋 を被せ

て 焼 成 され た こ とが知
られ る。

良 普 通
内 面　 灰　 色
外 面　 灰黒 色

回転
不明 13 10

S　－39 覆　 土 甕
口緑 部 ％ の
破片

※
口 径　 23 ．6

朝 顔 状 に開 く‖縁 で 端
部外 面 に丸 み を持 つ 稜
が あ る。

両 面 回転 横 ナ デ。 外面

に櫛 目波 状 文 が施 され
その 下部 に洗 練 がめ ぐ
る。

良 普 通
内 面　 灰　 色
外 面　 暗灰 色

順時 計
回転 13

Tab・4　第1号住居跡出土土師式土器一覧表（単位。m※印は復原値）

No．
出 土

位置
器 種

器　　 部
（残 存部 ）

法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 焼 戊 色　　　 調 Fig．P L ．

H　－ 1 覆　 土 腰
口辺 部の ％
を残 す

※
口径 11・6

肩 の は る胴 部 に ゆる や かに
外傾 す る 口辺部 がつ く。

田辺 部 内外 面 と も横 ナ デ後
ナ デ。胴 部 外 面 は上 下の 刷
毛 の後 に横 ナ デで 消 す。

砂 粒 普通
内外 面

茶 褐色 14 11

H　－　2 覆　 土 甕
口辺 部の ％
程 を残 す

※
口径 10．0

田辺 部 は ゆ るや かに 「く」の
字 形 に 外反 す る。 胴部 は球
形 状 をなす もの と思 われる。

口辺 部 内面 上 下の ナ デ。 外
面 は横 ナ デ。胴 部 内 面 は逆
時 計 まわ りの 箆削 りO

砂 粒 普通
内外 面

暗茶 褐色
14 11

H　－　3 か まど 甕
胴 部 の大 半

口径 13．0

胴 部 の 大半 を欠 くが球 形 を
なす もの と思 わ れる 。口辺 内 外面磨 滅 の ため 調整 痕 不

砂 粒 普通
内外 面 14 11

を欠 く 部 は 直 立 ぎみ で端 部 でや や
外反 。

明瞭 。口緑 端 は 丸み を持 つ 。 黄茶 褐色

H　－　4 覆　 土
手捏
ね
土 器

口辺 部 を欠 胴 部最 大 径 厚 み の あ る平底 に肩 のは る 内 面粗 雑 なナ デ。 外 面箆 の
良 普通

内面　 黒 褐 色
14 11

く 9．0 胴 部 がつ く。 押 え か ？ 外面　 茶 褐 色

H　－　5 壁　 湊
手捏
ね
土 器

完　　　 形 口径　 9．9
器 高　 5・2

手捏 ね 土器 で 、鹿 部 に は小
さ な平坦 部 をつ く り、 口緑
端 は丸 くお さめ る。

口縁 部 は直 線 で な く波状 的

で 内面 は横 ナデで 調整す る。
砂粒 普通

内面
黒茶 褐 色

外面　 茶 褐 色
14

11H　－　6 頭 ．土
用途
不明

鹿 部 を わず
かに 欠 く

口径 16・6
※

器 高 11．4

朝 彦酎犬に開 き、 口緑 部 は屈
曲 し外 反す るO 鹿 部 は欠 損
して い る が開 いて い るの で
あ ろ う。

脚 柱状 部 はゆ る やか に開 き

口辺 部 横 ナデ 。休 部 外面 ナ
デO　口緑 はや や被 うっ て い
る。

砂粒 普通
内外 面

茶 褐 色 14

H　－　7 壁　 溝 高坏
坏 部 と裾 部

全 面磨 滅 しほ とん ど調整 痕

は 不鮮 明。 坏 部接 合 の際 の 砂粒 普通
内外 面 14

を欠 く 裾 部 をつ く る。 痕跡 が内外 面 に 見 られ るの
み 。

黄 茶褐 色

．H　－　8 覆　 土 高Ⅰ不
基 鹿 部の ％ 基 鹿部 径 朝 顔 状 に開 く脚 裾 部 で端 部 全 面磨 滅 して お り調 整痕 は

良 普通
内外 面 14

の 破 片 11．6 は上 向 きに突 出 し外傾す る。 不 明瞭 。 貴 茶褐 色

H －　9 か まど 鉢
全形 の％ を
残 す 。鹿 部
は欠 く

※
口径　 37．4

半球 形状 の 胴 部 にゆ る やか

に外 等 す る口辺 部 が つ く。

口辺 内 外 面 は横 ナ デ。胴 部
内 面 はナ デ。 外 面 は箆押 え
（？）の後 に上 下の ナ デO

砂粒 普通
内 外面

．茶褐 色

14

H　－10 床　 面 頚 口辺 部 の比
を残 す

胴 部 の％ を

※
口径　 33 ．2

復 原 で きな かっ たが 内面 に
青海 波状 の 叩 き痕 を持つ 胴
部 がつ く大 形 の甕 で あ る。

直 線的 に 外反 す る 口辺 部 の
端 部外 面 は折 りか え して帯
状 とな る。

砂粒 普 通
内 外面

責 茶褐 色 14

H　－11 床　 面 甑

口辺 部 、鹿 部 とも欠 くので
全形 は 知 り えな いが 把 手部 把 手の 接 合 方法 は挿 入 して 砂 粒

普 通
内 外面

14
残 す 付 近 が 最 大径 をなす の であ

ろ う。
接 合 して いるようで あ る。 多い 黄 茶褐 色

H　－12 か まど 甑
全形 の％－程
を残 す

※
口径　 29 ．2

鹿 部 よ り外傾 して胴 部 のび
その 中 位 に把 手 をつ け さ ら

滝 撃 孟 芸 裂 この び丸 み の口

把 手 は ない が胴 部 の割 れ 口
よ り見て挿 入式 の接 合 の よ
うで あ る。

砂 粒 普 通
内 外 面

責 茶褐 色
14
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石製品（Fig・15　PL．9）

紡錘車（K－2～4）

紡錘車K－2～射ま，いずれも覆土中からの出土ではあるがK－3はもっとも床面に近い部

分から検出された。3点とも滑石製でK－3は，特に良質の滑石が用いられているO K－2は，

裁頭円錐形でわずかに一部分を欠くO下底面径3．8cm，上面径1．9cm，高さ1・5cm，中心の貫

通孔径7mm，重さ25gを計るO上下面はよく研磨されており，体部斜面には上下方向の幅3mm

程の削り痕が認められる。K－3も）同じように裁頭円錐形であるO下底面径3・9cm，上面径

2・8cm，高さ1．3C潤，孔径6m，重さ30gで　ほぼ大きさは同じであるが，薄いつくりをなし

ているため上面の径が大きくなっている。上下面は研磨されており，体部斜面には細かな削り

痕が見られる。K－4は，円盤形で径5．2cm，厚さ1・3cm，孔径8mm，重さ68タを計る。側周

面は細かな削りの後に研磨を加えており，上下面の研磨も丁寧であるO

砥石（K－5～7）

K－5とK－7は，粘板岩質の石材で　K－6は，砂岩質の石材が用いられているO K－5

は，最大幅3cm，長さ4・5cmあるが図裏面は欠失しており，砥石の小破片と言えようO　ただし

両側面は研ぎ面となっていることからすれば小型の砥石と思われるO K－6は，最大幅5．7C机

で長さは欠損のため不明。図裏面は原形をとどめている。研ぎ面は図表面の1両のみである。

K－7は，断面不整4角形で研ぎ面は2面に見られ，1面は自然面を残すがあと1面には，約

5mm幅の削り痕が残っているO K－5，7は仕上げ，K－6は粗研ぎ用の砥石であろう。

l K－4

輔　一一一Ⅱ 5cm
！　1　．　．　，　－」

Fig・15　第1号住居跡出土石製品実測図（縮尺％）



26　第2号住居跡

第2号住居跡（Fig．16，17　Tab．5　PL・12，13）

第2号住居跡は，第1号住居跡より南西部の冤を切られており，またA壁とD壁とのコーナ

ーも畑の土手に入っているために各壁の計測値は正確でなく復原，推定値である。これによる

と第1号住居跡とは異なりA壁，C壁がB壁，D壁より長く，B壁よりD壁が長くなっている

ために，D壁に向って開きぎみの長方形の平面プランをなすO住居内には，6個のピットがあ

り，p－1，2，4，5が主柱穴と考えられるO P－2とP－3の関係はP－2が新しく掘られ

ているO P－1～5のピットは，径70cm前後の掘り方が認められ床面からの深さは約70cmであ

まり差がないが，絶対標高からみればp－1，5がp－2，4より10cm以上も深く穿たれてい

るO床面はD壁に向かってゆるやかに傾斜しており，B壁とD壁の床面の差は約24cmもある。

このためD壁の立ちあがりは10cm足らずであるO　壁溝は，A～C壁にコの字形にめぐりD壁に

は見られないO　これはD壁部の床面が後世の耕作などによって削平されたと考えるよりも，当

時より傾斜する床面であり，もともとD壁は壁溝を持っていなかった可能性がある。これは，

D壁の床面はC壁の壁溝底レベルよりも約20cmも低く削平されたという根拠にもなりうるが，

壁溝の鹿部レベルはB壁が最も高くD壁に向って低くなっている。つまり壁溝の深さは，絶対

レベルを等しくなるように掘られているのではなく床面の高さに支配されているので，もしD

壁部に壁溝が掘られていたとすれば当然残っていなければならない。さらに主柱穴と考えた

p－1，2，4，5の掘られ方は，床面の低い側のp－1，5も床面からの深さは同じである

ことからも床面が傾斜していたという推測の一根拠になりうる。したがって床面の差だけp－

1，5の鹿部レベルはp－2，4よりも約10cm低い結果となったのであろう。

遺物の出土畳は，第1号住居跡に比し須恵器，土師式土器ともに少なく，第2号住居跡に伴

うと考えられるものは，かまど付近から出土した遺物に限られよう。

かまどは，A壁の中央よりややB壁にかたよって作られており，かまどより破片ではあるが

甕形土器（H－16），餌（Ⅱ－21）が出土しており，第1号住居跡より規模も大きく，はるかに

残存状況はよい。かまどの製作は，壁溝を掘りめぐらした後に白色粘土で構築されていること

が断面によって観察されるO　かまどの土層は，I層が粘土で表面は黄緑色を呈している。Ⅱ層

も同じ粘土であるが熱変化のためかなり赤色を増す。Ⅲ層はⅤ層と同一層とすべきであるがや

や黒みをおび暗茶褐色となっているO　Ⅳ層は黄茶褐色土でⅤ層とともに土器片を含有してい

る。Ⅴ層は茶褐色でⅢ～Ⅴ層までは，小ブロック状に赤色，黄色の粒子と灰が入っている。Ⅵ

層は焼土，Ⅶ層は地山と同じ土が貼りつけられているO　これらの各層は，ほとんどかなりの熱

を受けたらしく変化がはげしく本来は7層に細分されるべきものではなかろうが，逆に製作方

法をよく知ることができるO　それによると，かまどを設置する位置の壁を煙出しの部分のみを

斜めに削り落とし，焚き口から火床部を床面よりわずかに掘りくぼめるとともに，先に壁溝が
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第2号住居跡の出土遺物　27

掘られているので

地山と同じ土でこ

れを埋めて両袖も

同じようにしてコ

の字形のおおよそ

の形を作り，その

上に白色粘土を貼

り外形を整えてい

るようである。た

だ焚き口の上には

粘土があり，また

口辺部を下にして

出土した甕形土

器は，粘土で固定

しているようであ Fig．17　第2号住居跡かまど実測図（縮尺％0）

り，これらの粘土が上からの流れでなければかまどの外形はコの字形ではなくロの字形をなし

ていた可能性が強い。

第2号住居跡の出土遺物
，

須恵碁（Fig．18　Tab．6　PL．14）

坏蓋（S－40～44）

S－40は，丸みのある天井部から，ほぼ同じ彎曲で口縁部へとつながるもので天井部とロ縁

部との問には四線をめぐらしている。S－41，43は，日録部から天井部への彎曲は同じである

が，S－41は口緑がやや外に開くO　口縁部はS－40が長く器高の％程を占めており，S－41，

43は短い。口縁端内面はS－40には明瞭な段があるが，S－41，43の段は鋭さを欠く。S－42，

44は，直立ぎみの短い口縁部で，ロ線輪内面に段を持つO　これらを第1号住居跡出土の坏蓋の

分類と同じ視点で分類すればS－40，41，43はB類に，S－42，44はC類に相当しよう。

坏身（S－45）

鹿部を欠き全形を知ることができないが，水平な受部に，直線的に内傾する立ちあがりがつ

いており，受部とのなす角皮は90度に近いことから，第1号住居跡出土の坏身Å類に入ろう。

高坏（S－46～49）

図化しえた高坏は，有蓋高坏の蓋と脚裾部の4点である。S－46は，壁溝よりの出土で，天

井部を欠くがつまみがつけられていたものであろう。稜部は，わずかに突出しているにすぎな
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際‥一一　　一一一一ヨ
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S－49
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Fig・18　第2号住居跡出土須恵器実測図（縮尺％）

いO S－47は，口径大きく稜部は突出せずに段を持っているO S－48は，完形で天井部につま

みを持つ。口縁内面の段はその名残りを回転桟ナデでとどめるのみであるO S－49は，脚裾部

で　裾端は丸みを持っている。残存部では窓の有無は判断できない。

土師式土器（Fig・19　Tab・7　PL．14）

甕形土器（H－13～16）

H－13は，肩のはらない胴部に端部で小さく外反する口辺部がつく。H－14は，球状の胴部

に内偵する口辺部がつくO H－15，16は，くの字形口辺を持つもので口緑端は丸くおさめる。

手捏ね土器（H－17，18）

H－17，18ともに平坦な鹿部で，器壁厚く内面は桟に強く押してナデている。

高坏形土器（H－19，20）

H－19，20ともに坏部中位で屈曲し外傾する口辺部をつくり，同じような形態をなすO

甑（H－21）

H－11，12に比し胴部に丸みがあり，口辺部は大きく彎曲して外に開くO
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Fig・19　第2号住居跡出土土師式土器実測図（縮尺％・％）
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30　須恵器，土師式土器一覧表

Tab．6　第2号住居跡出土須恵器一覧表

（単位cm　※印は榎原値）

No．
出 土

位置
器種

器　　 部
（残 存 部 ）

法　　 度 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 焼成 色　　　 調
備　 考
（ログ叫司転

F ig・P L ．

S　－4 0 残　 土 Ⅰ不蓋 ほ ぼ完 形
口径 14 ．5
器 高　 5 ．2

天井 部 丸 く、沈 線 で境
とす る口緑 部 は長 め で
あ る。

天 井部 の 箆削 りは％ を
占 め る。 口緑 端 内面 に
は 明瞭 な段 を持 つ。

良 普 通
内 面　 灰　 色
外 面　 暗 灰 色

順 時 計
回 転 18 14

S　－4 1 覆　 土 杯 蓋
全形 の ％ を
欠 く

※
口 径 14 ．0
8 高　 4 ．7

S －4 0 に比 し天 井 項部
平 坦 で 口緑 部 も短 い。

天 井部 の 箆削 りは％ 程
度 °　言緑 瑞内 面 の段 は
な い。

砂 粒 薄 遇
内 外面

灰　 色
回 転

不 明 18 14

S　－42 床　 面 Ⅰ不蓋
言緑 部 ％ の
破片

口 径 14 ．2
言緑 部短 く、浅 い 沈線
が天 井部 との 境 をなす。

言緑 端 は 丸 み を持 つ が
細 く、内 面 には 明瞭 な
稜 線 がは い る。

良 普 通
内 外面

灰　 色
回 転

不 明
1 8

S　－4 3 柱　 穴 Ⅰ不蓋
言緑 部 ％ の
破片

※
口 径 15 ・0

口緑 部 と天 井部 の 境 は
にぷ い沈 線 が め ぐ る。

天 井 部の 箆削 りは％ 以
上 を占 め るO　言緑端 部
内 面 は稜 を持 つ 。

良 普 通
内 面　 灰　 色
外 面　 灰黒 色

順 時 計
回 転 1 8

S　－4 4 頭　 土 杯 蓋
口緑 部 兄 の
破 片

※
口 径 1 5．0

口緑 部 と天 井 部の 境 に
は沈 線 がめ ぐる がS －
4 3 に比 しさらに にぷ い 。

口 緑 端 は丸 み を おび内
面 に法線 がめ ぐりにぷ

い段 を なす 。

良 普 通
内 面　 灰　 色
外 面　 黒灰 色

回転
不明

1 8

S　－4 5 頭　 上 土不身
L］緑 部 ％ の
破 片

※
口 径 1 3．6

受部 は ほ ぼ水 平で 、 立

ちあが りは垂 直 に近 く
の び る。

鹿 部 の箆 削 りは％ 以上
を 占め る。

良 普通
内 外 面

灰　 色
回転

不明 1 8

S　－4 6 壁　 溝 高 士不
甘縁 部％ の
破 片

※
口径 1 2 ．0

天井 部 を 欠 く。天 井 部
と［，」縁 部 との 間 には 、
わ ずか に稜 を持 つ 。

口緑 端 は 丸み が あ り、
内 面 に にぷい段 を持 つ。
天 井部中 位に楠 列点 文。

良 普通
内 面　 灰　 色
外面　 哺 ／天色

回転
不明 18

S　－4 7 覆　 土 高 川
全形 の％ 程
を残 す

※
「）日量 16 ．2

顕著 で は な いが 稜部 が
あ り、 口緑 端 内 面 には
段 を持 つ。

天 井 部 中位 に櫛 によ る
右 下 が りの 列 点 文 を持
ち そ0）上 に 1 条 の洗練
を いれ る。

良 普通
内面　 噌 灰色
外面　 灰　 色

順時 計
回転 18 14

S　－4 8 頭　 上 高 Ⅰ不
全形 の 域 を
欠損

※
1－－り董 13 ．0
器高　 4 ・0

天 井部 と日緑 部 の境 、
目線 堝 内 面の 段 も 不明
瞭 。

天 井 部 内 面はナテ調 整 。 良 普通
内外 面

灰　 色
回 転

不 明 18 1 4

S　－4 9 預　 土 高 Ⅰ不
基 鹿 部 猪の 基 鹿 部径 ．※ 高 坏裾 部 の小 破 片の た 全面 回 転橘 ナデ で端 部 良 普通 内面　 灰　 色 回 転

1 8
破 片 14 ．0 め 全形 を知 り えな い。 は 丸み をわ び るO 外面　 時 灰 色 不 明

Tab・7　第2号住居跡出土土師式土器一覧表

（単位cm　※印は榎原値）

N o・
出土

位 置
器 種

器　　 部
（残 存 部 ）

法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 焼 成 色　　　 調 n g．P L

H　－13 壁　 溝 甕
胴 部 下 半 と

口径 13 ．4
長 胴 の胴 部 に直 立 ぎみの 言 一言辺 部 内面 は右 上 りのナデ。

砂粒
多 い

普通
内面 黒 茶褐 色

19 1 4口辺 部 の％
を欠 く

辺 がつ き、 言緑 端 は やや 外
反 す る°

胴 部 内 面 は箆削 りの よ うで
あ る。 外面 は 上下 の刷 毛 。

外面 暗 茶褐 色

H －14 覆　 土 甕
全形 の ％程 ※ 口辺部 は内傾 し口緑 端 で や 言緑 は や や楕 円形 を呈する。

砂粒 普通
内外 面

暗 茶褐 色 19を残 す 。底
部 は欠 く

口径 16 ．0 や外反 す る。胴 部 は球 形 状
を なす もの と思 わ れ る。

－口辺 部横 ナデ O 胴 部内 面 は
箆 削 りの後 に指 頭状 の押 え。

H　－15 覆　 土 甕
口辺 部 の
破 片

※
口径　 2 1 ．4

「〈」の字 形 に外 反 す る口 辺
で 田緑 端 は肥 厚 し丸 み を持

つ 。

残 存 部 は全 面横 ナ デ調 整 し
てい る。

良 普通
内外 面

淡 黄褐 色
断 面　 灰 黒 色

1 9

H　－16 か ま ど 甕
胴 部 下 半部
を欠 く

口径 17 ．4
球 形状 の 胴部 に「く」の字 形

に外反 す る 口辺 部 がつ く。
口縁 端 は 丸 み を持 つ 。

内 外 面 と も磨滅 す すみ 整形
法 不 明。頚 部 と胴 部 に粘土
接 合 部 が見 られ る。

砂粒 普通
内外 面

明 茶褐 色 1 9 1 4

H　－17 覆　 土
手 捏
ね 、．
土 器

鹿 部 の みで

口辺 部 を欠
く

底 径　 5 ．7
鹿 部 は平 底 を な し、内 彎 ぎ

み に 外傾 し口辺 部 に続 く。

内 面 は丁 寧 なナデ 調整 。 外
面 は 磨滅 の た め不鮮 明 。

良 普通
内外 面

責 茶褐 色
外面 に黒 斑

1 9

H　－18 覆　 土
手 捏
ね
土 器

全形 の ％程
を欠 く

※
口径　 8 ．0
器高　 6 ・6

平 底 の鹿 部 か ら外傾 ぎみ に
言緑 にの び 、 口縁端 は丸 み
を持 つ がや や平 坦 面 をつ く
る。

内 面 は平 行 す る横 ナ デ調 整
で 外 面 は主 に上下 の ナデ 調
整 。

砂粒 普通
内外 面

責 茶褐 色
鹿 部　 黒 褐 色

1 9

H　－19 覆　 土 高 士不
脚 部 と杯 部 ※ 杯 部 中位 で屈 曲 し、直 線 的 磨 滅 の た め明確 に L がた い

良 普通 内外 面
淡 貴 茶褐 色

1 9 14の％ 程 を欠
く

口径 15 ．4 な口辺 部 が の び るが 口緑 端
は丸 み を持 たせ 外反 す る。

が全 面横 ナデ で あろ う°屈
曲 部 内面 には稜 な し。

H　－2 0 壁　 溝 高 Ⅰ不
脚 部 とⅠ不部 ※ H 一19 に比 し土不部 中位 の 屈 H －1 9と同 じ く調 整痕 不鮮

良 普通
内外 面

明 茶褐 色
1 9 14の％ 程 を欠

く
口径 15 ・3 曲 は大 きい が稜 は にぷ い 。

口緑 端 は 丸 み な く尖 が る°
明屈 曲 部内 面 に はにぷ い が
稜 が入 る。

H　一2 1 か ま ど 甑
胴 部 ％程 を
残 す

※
口径　 3 2 ．4

把 手 の上 から胴 部 は 内 傾 し、
口辺部 で 大 き く屈曲 す る。

口辺 部 は横 ナ デ。 胴部 外 面
は細 か い刷 毛 目、 内面 は箆
削 りの後 に横 ナデ 。

砂粒 普通
内外 面

茶褐 色 ．1 9
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第5号住居跡（Fig．21PL・15）

第3号住居跡は，第4号住居跡によって切られ，大部分が宅地造成によって削り落とされて

いるために，わずかにC壁の一部を残しているにすぎない。第1，2，4号住居跡が重複しな

がらも壁の方向をほぼ同じくしているのに比べると第3号住居跡のみが異なる方位を持ってお

り，C壁の延長部は第2号住居跡のA壁延長部と約60cmの問しかなく，第2号住居跡と同時に

営まれていたかについては考慮する必要があろうO住居内にピット1個が検出されたが，壁溝

の中であり主柱穴とは考えがたいO壁溝は，検出部で見るかぎりにおいてはB壁とC壁に掘ら

れており，ここより完形で塊形土器2個が出土した。

第5号住居跡出土遺物（Fig．20　Tab．8，9）

須恵器（S－50，51）　坏身

S－50，51は同じような器形をなし，第1号住居跡のB類に類似している。

土師式土器（H－22，23）　墳形土器

H－22，23ともに丁寧な調整が施されており，小さい外反する日録を持っている。

Fig．20　第3号住居跡出土須恵器，土師式土器実測図（縮尺％）

Tab．8　第3号住居跡出土須恵器一覧表
（単位cm※印は榎原値）

N o．
出 土

位置
器種

器　　 部
（残 存 部 ）

法　　 量 形 －態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 潤 備　 考 ．
（ロクロ回転）

申g・P L

．S －5 0 壁　 準 坏 身
全 形の ％ を
残 す

※
口径 12 ・8
器 高　 4 ・7

立 ちあ が りは あ ま り琴
曲す る こ と な く内 傾 す
る。

鹿 部 の箆 削 りは ％程 を
占め受 部 端 は丸 み を持

って い る。

良 普 通
内外 面

灰　 色
鳩 時 計 －

一回転
2 0 1 5

S －5 1 壁　 溝 Ⅰ不身
全 形 の％ を
残 す

※
口 径 13 ．0

※
器 高　 5 ．0

立 ちあ が りの ほ とん ど
を欠 くが S －4 9 と類 似
し直 線的 で ある。

鹿 部 内面 は 回転 桟 ナ デ
後 にナ デ調整 で あ る が
その範 囲 が広 い。

砂 粒 普 通
内 外面

灰　 色
鳩 時 計

回転
2 0

Tab．9　第3号住居跡出土土師式土器一覧表
（単位cm※印は復原値）

－　N o．
出 土

位 置 －
券種 器　　 部

（残 存 部 ）
法　　 皇 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 調 R g・P L

H －2 2 壁　 溝 塊
わず か に 口
辺 部 を欠 く

※
口径 1 2 ．2
器高　 6 ．0

半球 形 状 の胴 部 に′トさ く外
反 す る口緑 がつ き、 その 端
部 は やや 尖 りぎみ で あ る°

内 面丁 寧 な ナデ 。 言縁 外面
横 ナ デ。

良 普通
内 外面 赤褐 色
鹿 部　 黒褐 色

－2 0 15

H －2 3 壁　 溝 蝿 完　　　 形 口径　 5 ．9 H　 －2 2よ り器高 低 く、 口緑 口緑 横 ナ デ 。全 体的 に丁寧 良 普通
内 外面

2 0 15器高　 4 ．8 の 外反 も小 さい。 な調整 が施 されて い るO 茶 褐色 L
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第4号住居跡（Fig・21Tab．10　PL・16）

第4号住居跡は，全体の％程を宅地造成によって削り落とされD壁は完全にないが，残存部

によってかろうじて全形を復原しうるO B，D壁がA，C壁より約1m程長い長方形の平面プ

ランを有している。住居内には4個のピットがあり，P－2～4が主柱穴と考えられ，床面か

らの深さは約84cm前後で4軒の住居跡のうちでは最も深く掘られているO柱間の距離P－2～

3とP－3～4とでは10cmの差しかなく，壁の長さに比例していない。同じようなことは，第

2号住居跡についても言及でき，正方形に近い平面プランの第1号住居跡よりも，柱の位置関

係はより方形に近いことを指摘しうるO　さらに第2号住居跡と比較すると，外形はほぼ同じ大

きさであるが，柱間の距離は長く，第2号住居跡の壁長と柱間の距離との比よりも大きいOつ

まり壁に接近して柱穴が位置していることを意味しているO壁溝は，A～C壁にみられ，D壁

に向って深さを増しているO床面の高さも壁溝に比例しており第2号住居跡と同じように当初

から床面は水平でなく，D壁部に向って傾斜していたことが断定でき，このことは，第2号住

居跡より床面の高い第3号住居跡が残存していることからも納得できるであろう。

検出部には，かまどは見られなかったがA壁部にはわずかではあるが焼土が認められた。ま

たA壁に接して，長さ約1．9m（幅は不明），住居床面より約45cm高い張出部があり，ここから

も須恵器（S－68）が出土している〇

第4号住居跡の出土遺物

遺物は，須恵器，土師式土器，鉄製品で，紡錘車などの石製品の出土はなかった。接合復原

し図化できたものの多くは，床面と壁溝より検出されたもので，床面中央部に散存したような

状況ではなかった。なおD壁は宅地造成によってすでに存在しないが，その崖面には張出部か

ら第3号住居跡までの落ちこみが認められ，H－28はこの崖面からの出土であるO

須恵器（S－52～69）（Fig・22，23　Tab．11PL．17）

坏蓋（S－52～54）

S－52は，稜部突出し，目線部はほぼ垂直に立っている。口縁端内面の段はにぶく丸みを持

つO S－53は，稜部突出せず沈線がめぐり，言縁部も彎曲ぎみになるがあまり外に開かずにS

－51の特徴を残しているO S－54は，口綾部は開き，口緑端部でさらに小さく開く。これらは

第1号住居跡出土の坏蓋分類に対応させると，S－52，53がA類，S－54がB類になる。

坏身（S－55～60）

S－55は，水平にのびる受部に，内傾する直線的な立ちあがりがつくO S－56は，立ちあが

りは直線的ではあるがやや彎曲しているために受部との角度は小さくなるO S－57は，上向き

の受部に外彎する立ちあがりがのびており，受部端，立ちあがり端は尖りぎみである。S－58

は，同じような立ちあがりを持つ。鹿部はかなり変形しており焼成時に受けたものであろう。
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10cm
S－65　　　　　　　ヒ＝±ここ≡：二ユニ二二二二⊥■一＝＝二二＝二三＝∃

Fig．22　第4号住居跡出土須恵器実測図（1）（縮尺％）



34　第4号住居跡の出土遺物

S一一59は，立ちあがりの彎曲さらに大きくなり，受部も上向く。S－60は，厚めの受部から

外彎ぎみの長い立ちあがりがつくが，立ちあがり端部では微妙に内彎し丸くおさめるという特

徴を持っている。坏蓋と同じように第1号住居跡出土の坏身分類に対応させれば，S－55，56

はA類に，S－57～60はB類になろう。

高坏（S61～67）

S－61，62は，有蓋高坏の蓋で，S－61は床面より出土した。S－61の天井部つまみは，中

央部が凹み左右へのはりは大きくない。稜部の突出はないが，回転桟ナデの際に意識的に強く

押えて段を作りだしている。S－60は，口径大きく，口縁内面は回転桟ナデで外傾する日録を

なすO稜部はS－61と同じような手法で段をつけているO S－63は，坏部のみである。口緑は

彎曲しながら開き，坏部中位に2条の凹線がめぐる。わずかに残った脚部には3方に上下の傷

が認められることから，脚部は窓を持っていた可能性がある。S－64～67は，脚裾部である。

S－64，65は，裾端部にやや違いはあるが形態的には類似しており3方にすかし窓を持ってい

るO S－66は，やや特異な形態をなしており，朝顔状にそのまま開かず裾部で屈曲しており，

端部は平坦面をなすO S－67は，裾端部近くに沈線がめぐり，その上にすかし窓をあげている。

壷（S－68）

S－68は，張出部からの出土である。胴部の下半部は回転へラ削りで，やや肩がはるO　口辺

部を欠くが短い直立する頚がつくものと思われる。

過（S－69）

S－69は，ほぼ完形の旗で壁溝より出土した。球形状の胴部は肩がはり，直線的に外反する

頚部には櫛目波状文が施されている。

0　　　　　　　　　　　　10cm

Fig．23　第4号住居跡出土須恵器実測図（2）（縮尺％）
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土師式土器（H－24～28）（Fig．24　Tab．12　PL・18）

甕形土器（H－24）

Ⅱ－24は，くの字形に外反する口縁を持ち，端部は丸くおさめているO第2号住居跡出土の

H－16に比して，胴部は球形状をなさず，口縁部のつくりも異にするO

高坏形土器（H－25，26）

H－25は，壁溝からの出土で坏部の屈曲は中位より下にあり，したがって長い口辺部となっ

ている。H－26は，脚部で床面から出土した。H－25とは接合しないが同じような坏部がつく

のであろう。

亭捏ね土器（H－27）

Ⅱ－27は，厚い器壁を持つ手捏ね土器であるが，口辺部は強く押えて直立するロ緑をつくる。

鉢形土器（H－28）

H－28は，言緑が長く急に外反しているが，形態的には第1号住居跡H－9と類似しているO

（／／・／．′
l

l

Fig．24　第4号住居跡出土土師式土器実測図（縮尺％）

10cm



36　須恵器一覧表

Tab．11第4号住居跡出土須恵器一覧表

（単位cm　封印は復原値）

N o．
出 土

位置
器 種

器　　 部
（残 存部 ） 法　　 泉 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 調

備　 考
（ログロ回転）

n g・P 1．．

S　－5 2 凍　 土 膵 蓋
全形 の％ を
残 す

※
口径 12 ・4
器高　 4 ．6

丸み の あ る稜 部 を持 ち
言綾 部 は直 立 す る。 目
線 端 内面 には段 はない。

天 井 部 の箆 削 りは％ 程
を 占め 、 その一 つ の幅
は狭 い 。

良 や や
軟 質

普通

内面　 白状 一色
外面　 淡灰 色

回 転
不 明 22 1 7

S　－5 3 将　 士 Ⅰ不善
全形 の比 を

※
口径 12 こ8

天 井 部 は平 坦 に近 く、
稜 部 は その 上 下 に沈線
を持 つ のみ で あ る。

天 井 部 に箆 記号 を才針0°
口緑 部 は直 立 し端 部 は 良

内 外面 順 時 計
22

－1

l

残 す 器高　 4 ・3 S － 5 2に比 しさ らに 丸

い。

灰　 色 回転 l

S　－5 4 頭　 土 Ⅰ不蓋
全形 の比 を
残 す

※
口径 13 ．8

天 井 部 を欠 くが 丸み を
持 つ の で あろ う。 口縁
端 内 両 は にぷ い段 。

天井 部 の箆 酎す 話方 密

を 占め 言緑 部 は強 く回
転桟 ナ デ し少 し外 反 さ
せ る。

良 や や
軟の

内 外面
淡灰 色

回転
不 明 2 2

S　－5 5 頚　 土 膵 身
全形 の％ を
残 す

※
口径 13 ・0

水平 の 受部 に背 の低 い
立 ちあ が りが つ く。底
部 は平坦 に近 い。

鹿部 中位 に幅広 の 沈線
が あ りこ こよ り箆 削 り
が始 まる°

良 －．醇通
内 外面

灰　 色
順 時 計

回 転 2 2

S　－5 6 床　 面 膵 身
全形 の兄 を
残 す

※
口径 13 ．0

受部 水 平 で端 部 丸み を
持 つ 。 立 ちあ が りは 中
位 で屈 曲 し上 にの びる。

鹿部 の 箆削 りの範 囲 不
鮮明 。 立 ち あが り端 部
は 丸い 。

良 ．普 通
内 外面

灰　 色
回転

不 明 2 2

2 2 17S　－5 7 壁　 溝 膵 身
全形 の 兄 を
残 す

※
L O径 14 ．0
器 高　 4 ．6

鹿部 平坦 ぎみ 。受 部 は

鹿部 よ り大 き く屈 曲 し
斜 め上 方 に出 る 。

鹿部 の 箆削 りは％ 程。
受部 、立 ち あが りの先
端 は細 く尖 る。

良 普 通
内 面　 伏　 色
外 面鹿 部

伏 果色

順 時 計
回転

S　－5 8 床　 面 I不身
全 形の ％程
を 欠 くが ほ
ぼ完 形

口径 1 1．5
器 高　 4 ．3

口径 小 さく受 部 は上 向
く。立 ちあ が りは内 傾
す るが端 部 で屈 曲 する。

鹿部 内 面 に叩 き痕 ？が
見 られ る。鹿 部 の箆 削
りは％ 程 に施 され る。

良 普 通
内 外 癖

尿　 色
順時 計

回転 2 2 17

S　－5 9 預　 土 Ⅰ不身
立 ち あが り ※ 受部 や や 上方 に の び－立 残存 部 で は鹿 部 の箆 削

砂 粒 良
内 面　 灰　 色

回転
不明 2 2部 の％ を残 口 径 1 3．8 ちあ が りも彎 曲 が大 き り認 め られず 全 面回転 外 面鹿 部

す い 。 横 ナ デ。 黒 灰色

S　－6 0 床　 面 Ⅰ不身
わ ず か に立
ちあ が りを
欠 くが完 形

口 径 1 3．8
器 高　 4 ・6

受 部 は肥 大 し端 部 丸い
立 ちあ が りはl長 い。

立 ちあが りは中位 で 屈
曲 し直線 的 にの び端 部
は丸 くお さめ るO

砂 粒 普 通
内 面　 灰　 色
外 面鹿 部

青灰 色

回転
不明

2 2 1 7

S　－6 1 床　 面 高士不
高 士不の 蓋 で
全 形 の労 を
残 す

※
口径 1 5・6
器 高　 6．0

にぷ い なが ら も稜 部 を
持 ち内轡 ぎみの 「1緑 部
がつ く。 内 面 に段 O

天 井 部の ％程 をカ キ臼、
を施 し、 上 部 につ まみ
をつ け る。

砂 粒 普 通
内外 面

灰　 色
回 転

不 明 22 17

S　－ 62 環　 土 高Ⅰ不
口 緑 部の ％ ※ 口径 大 き く稜部 には幅 天 井 部の 箆削 りは％ 程

砂 粒 普通
内面　 灰　 色
外面　 黒 ／天色

回 転
不 明 22程 を残 す 高

錘 の蓋
口径 1 8．8 広 の 洗練 が め ぐ る。端

部 内 面 には にぷ い段 。
で口緑 端 部 の段 は 回転
械 ナ デ によ る。

S　－ 63
第 1 ・2
号住 居
跡 預土

高Ⅰ不
Ⅰ不部 の％ 程
を残 すの み

※
口径 1 0．2
基 部径 2・5

口緑 部 は外彎 し なが ら
外 に開 く。脚 基 部 の 3

か所 にす か し窓 の跡 。

土不中 位 に 2 条の 洗練 め
ぐりその 下 方 に櫛状 の
刺 突 文 があ る。

良 普通 内 外而
灰　 色

回 転
不 明 22

S　－ 64 房　 事 高 Ⅰ不
裾 部 の％ 程
を残 す

基 鹿 部径 ※
1 4 ．0

裾 端 部 は回転 横 ナ デで
段 をつ く るが S －6 5 の
よ うに稜 を持 た ない。

全面 回転 横 ナ デ。 す か
し窓 の一 部 が認 め られ
る。

砂 粒 普通
内外 面

灰　 色
回転

不 明 22

S　－6 5 痩　 土 高 雄
裾 部 の％ 程
を残 す

基 鹿 部径 ※
1 5 ．0

裾 端 部 は直 立 －しその上

に わず かで は あ るが稜
を持 つ。

す か し窓 の 下端 部 のみ
残 るた め全 形 を知 りえ
な い。

砂 粒 普通
内 外面

灰　 色
回転

不 明 2 2

S＼－6 6 穣　 土 高 雄
裾 部 の％ 程
を残 す

基 鹿 部径 ※
1 2 ．0

裾 端 部 は外 に 出て 平坦
面 をつ くる。焼 成 前 に
穿 た れ た小 孔 が ある。

裾 璃 近 くで 大 き く彎曲

して お りその上 方 は カ
キ 目が施 され る。

良 普通
内 面　 白灰 色
外 面　 灰　 色

回転
不 明 2 2

S　－6 7 預　 土 高雄
癖 部 の％ 程 基 鹿 部径 ※ 裾 端 部 は丸 み を わび そ

－破 片 の た めす か し窓 の
全形 は 知 り えな いが鋭 砂 粒 普通

内 面　 灰褐 色 回転
2 2を残 す 18 ．0 の上 方 に沈 線がめ ぐる。 利 な道具 が用 い られ て

い る。

外 面　 黒　 色 不 明

S　－6 8 床　 面 一会
胴 部 は ほ ぼ 胴 部 径 口緑 部 を 欠 くが短 頚 の 胴部 下 半 か ら鹿 部 は箆 砂 粒 普 通 内 外 面 回転

2 3 1 7：正 完 形 12 ．4 壷 と思 わ れ る。 削 り を施 す 。 灰　 色 不明

S　－6 9 壁　 溝 亙埜
口緑 部 の一 ※

口径 13 ，4
胴部 径 9 ．6
器 高 15 ．6

胴部 は 肩 を持 つ。 頚部 胴部 肩 に内 傾 す る孔 を
砂粒 普 通

内 外 面　 灰色
順時 計

回 転
2 3 1 7部 を欠 くが は直 線 的 にの び段 をつ 穿つ 。頸 郎 上 半 には櫛 胴 部 外面

ほぼ 完 形 くって 大 き く開 く。 目の 波状 文 を施 す O 黒 灰色
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Tab．12　第4号住居跡出土土師式土器一覧表

（単位cm※印は復原値）

№．
出 土 1

位 置
器種 器　　 部

（残 存 部 ）
法 ．．量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 焼 成 色　　　 調 n g・P L ．

H ，2 4 壁　 溝 甕
胴 部の 下 半
を欠 く

口径 18－．0
胴 部 は球形 状 をな さず や や
長 めで 、 口辺 部 は 「く」 の
字 形 に外 反 す る°

口辺 部．は内 外面 とも横 ナデ。
外反 部 内面 に は鋭 くない が
稜線 が 入 る。

砂 粒 普 通
内 外面

茶褐 色
2 4 18

H －2 5 壁　 溝 高士不
脚 部 を欠 く
坏 部 は完 形

口径　 －18 ．0

圭不部下 位 で屈 曲 してや や 内
等 ぎみ に口 辺部 をつ くる 。
ロ縁端 部 は 横 ナデ で内 彎 ぎー
み 。

磨滅 の ため 内 外面 とも調 整
痕 不鮮 明だ が 口辺 部 外面 は
刷毛 目が わず か に見 られる。

良 普 通
内 外面

貴 茶 褐色 2 4 18

H　－2 6 床　 面 一高 Ⅰ不
Ⅰ不部 と裾 部
を欠 く

基 部径 3・4
H － 7 と形 態 、手 法 と もに
類 似 す る－が 呵柱 状 部 がや や
細 い 。

良 ‘ 普 通
内 外 面

責 茶 褐色 2 4

H －2 7 壁　 溝
手捏
ね
土 器

わず か に言
緑 を欠 く

※
口径　 3 ．4
器高　 2 ・8

鹿 部 は 丸底 で 厚み が あ るが

口辺 部 はや や くびれ てお り
直 立 す る。

内 面 は丁寧 なナ デ。 口辺 部
外 面 は強 く横 ナ デ し くびれ
部 をつ くる。

砂 粒 普 通
内 外 面

赤 褐色
2 4 18

H －2 8 崖　 面 鉢 ？
口辺 部 の％ ※

口径　 3 8 ．4
H － 9 と大 きな違 い は ない 崖 面 出土 の ため磨 滅 は げ し 砂 粒

普通
内外 面

2 4
程 を残 す が胴 の は り が少 な い° 〈全 面に砂 粒 が露 出 す る。 多 い － 黄茶 褐 色

鉄製品　　刀子（Fig．25　PL．18）

住居跡からの鉄製品の出土は，きわめて少なく

第4号住居跡の本例1点のみである。全体的に銹

化がはげしく関部がやや不鮮明であり，茎部のほ

とんどを欠失しているが，関は棟まちと刃まちを

有しているようであるO刀身は平造で背は鋒まで

直線で，刀身長8・3C杭　幅は関部で1・4cmを計り

Fig・25　第4号住居跡出土刀子実

測図（縮尺％）

背は平坦面をなすO茎部は断面は長方形をなすが，やや背側が幅広く，茎部には木質などの残

存は認められないO

Ⅲ区には，2条の溝，4軒の住居跡の外に30数個の小ピットが検出

された。これらの中には各住居跡と関連するものもあると恩われるが

住居跡の上部構造を明確にしえる資料を欠いているので，速断は避け

るべきであろうO　ただ福岡市内でも水田への宅地化が急激に進むとと

もに低湿地遺跡の発掘調査が多くなり，西区湯納遺跡，鶴町遺跡，四

箇遺跡などで建築材の発見が相次ぎ建築史学からの検討も行なわれて

いるので住居跡の上部構造が明らかになるのもそう遅いことではなか

ろうO Fig．26の薬玉は，住居跡外の小ピットより出土したもので，

長さ1．9C杭　最大部径1．2cmを計る。上下両面は平行でなく孔径は，

1・4mmと小さく，黒色の石製である。

Fig．26　Ⅲ区ピット

出土棗玉実

測図

（縮尺1i）
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第Ⅳ章　ま　と　め

以上報告した調査結果に基づき，本遺跡の発掘調査の成果と問題点を整理してまとめてみた

い0本遺跡は狭少な沖積地に伸びる低丘陵の舌状先端部に立地し，遺跡の範囲は発掘調査区を

越えてなお西側と北側に拡がることは確実である。発掘調査を実施した面積は約930㎡であり，

その中で検出した遺構は，ピット群，溝状遺構，柵状遺構，竪穴住居跡などである。

ピット群はⅠ～Ⅲ区にわたって検出されたが，いずれも掘り込みの形態や配置に規則性が認

められず，しかも出土遺物も殆んど無いことから，それらの性格や時期については不明とせざ

るを得ない。

溝状遺構については，Ⅰ区において1条，Ⅲ区において2条を検出したが，Ⅰ区の溝状遺構

は，近世の白磁片が出土しており他の遺物は含んでいず畑耕作時のものと思われた。Ⅲ区の第

1号溝は，掘り込みが不明瞭で浅く，遺物も須恵器と陶磁器を混在し，人為的な遺構とするよ

りも自然の落ち込みと考える方が妥当性があるかも知れない。第2号溝については，ハの字形

に開き，掘り込みはゆるやかな傾斜をもつ溝であり，構内に堆積した土層は5層に分けられ

る。Ⅱ～Ⅴ層より須恵器と土師器を出土するが，層位的な形態上の変化は認められない。北東

延長部分の発掘が不可能であり全体の形状は不明である。出土須恵器中に第1号住居跡出土の

高坏と同一個体のものがあり，住居（群）を囲む溝としての機能も考えられようO

Ⅱ区で検出した和状遺構は，幅約1．2m，長さ10mの溝状の掘り込み鹿部に，不整円形のピ

ットが等間隔に連続して掘られていることで「柵」の機能をもった遺構であると判断した。し

かしながら発掘面積が狭かったため，これと関連する遺構などの存在は不明であり，はたして

いかなる機能を有していたものか断定できないO　出土遺物は，わずかに須恵器の坏蓋1点を数

えるにすぎないO　この坏蓋は，住居跡出土の須恵器にも認められるA類のもので，須恵器編年

ではⅡ期に該当しょうが，この遺物をもって柵状遺構の下限年代の一端を示すものと考えるこ

とは，その出土状態からもまた数量的にも不可能で時期決定にとっては資料不足と言わざるを

えないO

竪穴住居跡はⅢ区の中央部から北側に集中して4軒を検出したが，他の遺構の性格や時期の

不分明からして，これらの住居跡は本遺跡を特徴づける中心的な意義をもつ遺構であると言え

ようO　したがって，以下竪穴住居跡の分析を中心にして本遺跡の問題点を整理する。

竪穴住居の時間的先後関係，並存関係と年代

4軒の竪穴住居跡のうち，全体の形状をほぼ知り得るのは，第1号，第2号であり，第4号
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が全体の約2分の1，第3号はわずかに1つの壁コーナーを知り得るにすぎない。これら各住

居跡の切り合い関係は，第1号が第2号を切り，第4号が第3号を切っていることが確かめら

れ，それぞれ第2号→第1号，第3号→第4号という時間的先後関係を知ることができる。次

に平面的な位置関係については，第2号と第3号はその間の距離が約1．21花，第2号と第4号

も約2・2彿しか離れておらず，上屋構造が明確ではないが，これらの組合せによる同時並存の

可能性は無いと言えよう。しかしながら，第1号のA壁と第4号のC壁間の距離は約4．6m，

同じく第1号の北東壁コーナーと第3号のコーナー問の距離は約4．41札あり，第1号と第3号，

または第1号と第4号の各住居が，同時期に棟を並べていた可能性は考えられよう。これらの

各住居跡の切り合い関係と位置関係を総合すると，その築造における変遷については，次のよ

うな可能性を与えることができよう。

まず，第1号と第4号が同時並存していたと仮定すれば，①第2号または第3号の築造，②

第3号または第2号の築造，③第1号と第4号の築造という順序を得る。次に第1号と第3号

が同時に並存していたと仮定すれば，①第2号を築造，②第1号と第3号を築造，③第4号の

築造という時間的な順序を得る。また，いずれの住居も時間的に先後関係をもっとすれば，④

第2号→第1号→第3号→第4号，⑥第3号→第2号→第1号→第4号，㊤第3号→第2号→

第4号→第1号，⑧第2号→第3号→第1号→第4号，㊤第2号→第3号→第4号→第1号，

①第3号→第4号→第2号→第1号という6種類の時間的先後関係の型を想定できる。

これらの住居跡より出土した遺物のうち，確実に時期決定の手がかりとなるのは須恵器であ

るが，出土状態，数量，形態の諸特徴などから，最も主要な決め手となるのは，蓋坏であるの

で，それを中心に時期を検討してみよう。まず蓋については，第1号においてはÅ～D類が出

土したが，床面からはB類の蓋が出土している。第2号ではB類とC類が出土し，いずれも床

面および壁構内において検出されているO第3号では蓋は検出されず，第4号においてはA類

とB類を出土し，B類が主体を占めている。また身については，第1号ではA類とB類，第2

号ではA類のみが認められた。第3号においてはB類，第4号ではA類，B類が検出された
註①

が，B類が主体であるO　これらの須恵器を北部九州地方の須恵器編年に通用すれば，蓋につい

ては，A類はⅡ期のやや下降する形態のもの，B類はⅢa期，C・D類はⅢb期に比定されよ

う。また身については，A類はⅢa期，B類はⅢb期に比定できよう。他の器種についても，

形態的な特徴はⅢ期に収まるものばかりで，時間的に大きな隔たりを認めることはできない。

以上，各住居跡問の切り合いや位置関係および出土須恵器の編年観から各住居の年代を総合

すれば，第1号がⅢa期を中心とする時期，それに切られている第2号もⅢa期，第3号につ

いてもⅢa期，第4号はⅢa～Ⅲb期にかけて営まれていたと考えられ，これら4軒の竪穴住

居は，6世紀後半代の時間的にきわめて短い時期に建て替えられたことが推測される。したが
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って，この狭い空間に最大2軒の住居が棟を並べていたことは充分に予想され，当時の居住区

域における土地利用（分割）上の規制を考える上で有力な示唆を与えるものであろう。

竪穴住居跡の構造について

これらの住居跡の規模と構造については第Ⅲ章で詳述したとおりであるが，次にこれらに共

通する構造上の特徴と問題点を述べるO

第1号住居跡は，地山の傾斜とほぼ同一方向に主軸をとる方形プランの住居跡で，主柱穴は

4個であり，これら柱穴問の長さは壁長に比例しているO柱穴の深さは床面からほぼ一定であ

り，床面の傾斜（南東→北西）に従い，柱穴鹿部の水平深度は異なっている。壁溝は断面が逆

台形を呈し全周していたと考えられるが，第2号住居跡との重複（切り合い）部分は不明であ

ったO溝の鹿部に支柱の存在を示すようなピットなどの掘り込みは検出されていない。かまど

は傾斜下位のD壁（北西堂）中央部に粘土をもって構築され，支脚などは設けられていないO

耕作などによってひどく破壊を受けているために詳細な規模と構造は不明であるが，コの字形

を呈していたのであろう。貯蔵穴，張出部などの他の施設は認められないO床は第2号住居跡

との重複部ばかりではなく全体的に貼床されており，第2号住居が廃棄されて時間的に隔てる

ことなく築造されたものと考えられるO　また，火災による廃絶などを示す痕跡は検出されなか

ったO

第1号住居跡に切られている第2号住居跡は，主軸の方位を異にする大形の住居跡であり，

プランもやや開き気味の長方形を呈するO　しかしながら，主柱穴の数，壁溝の有無，かまどの

付設，貯蔵穴の有無など，その基本的な構造においては第1号と全く共通する特徴をもつO　た

だ細部における相異は，柱穴の位置が第1号に比べてより正方形に近くなっていることであ

り，柱穴問の距離と壁長がかならずLも比例しない点であるO　かまどの残存状態は良好で，プ

ランはロの字形，支脚等の付属物は無いO　その構築にあたっては，竪穴および壁溝を掘った後

かまどの位置の床面をレンズ状に掘り，粘土をもって形をなしたことが知られる。また煙出し

部はその断面から壁際の外側にあったことが観察される。

第4号住居跡は全体の2分の1が残存しているにすぎないが，構造的には第2号に共通する

ものと恩われ，やや長方形に近いプランで主柱穴も4個であることはまず確実であろうO　ただ

これらの柱穴の位置は壁際に近くなっており，柱穴問の距離は，4軒の住居跡のうち最も長

いO　かまどの付設については，削り落とされている北側崖面に焼土層と第1号住居跡のかまど

より出土した鉢形土器（H－9）とよく類似した形態をもつ土器（H－28）が検出されている

ことなどからA壁（北東壁）に付設されていたものと考えられる。

第3号住居跡については全体の構造は全く不明であるが，出土遺物は時期的に近いことを示

しており，ほぼ共通する構造であったと考えられるO
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さて，これらの竪穴住居跡は第1号，第2号住居跡において典型的に示されるように，方形

プラン，または方形に近い長方形プラン，主柱穴が4個，およびかまどを付設するという共通

する構造上の特徴をもつと言えるOすでに指摘しているように，これらの住居跡問には，壁長

と主柱穴問の長さに一定の規則性は見出されないが，このことは同時期の他の類例遺跡におけ

る住居跡においても同様であり，少なくとも竪穴の掘り込みと主柱の配置との関係に統一した

規準はなかったと考えられるO特に本遺跡検出の4軒の住居跡は，建て替えがごく短期間に行

なわれたことが推測されることから，その建て替えの原因を明確にする必要があるが，各住居

の設計，つまり床面積や主柱穴の配置，上屋の構造などは，その住居の家族構成，および住居

群（集落）におけるその家族の地位や性格，住居内の空間利用等による違い，さらには建築材

などによる規制などさまざまなことが原因となって各々異なる設計がなされたものと患われ

る。いずれにしても上屋を含めた全体の建築学的構造については，最近各地で調査例を増しつ

つある低湿地遺跡出土建築材の分析と共に今後明らかにされるであろうO　また，かまどを付設

する点では，古墳時代後期に全国的に定着する現象とされるが，その出現時期は九州地方以外
註②

では，古墳時代中期に遡る例があり，特に山陰地方ではすでにこの時期に移動式の土師製かま
註③

どが知られているO九州地方においては，古墳時代のかまど付設住居跡は最近福岡県を中心に
註④

出土例を増しつつあり，須恵器の編年でⅢa期以降に集中しているようであるO　またⅢ期以前
註③

に遡る確実な出土例としてⅢ期の時期の太宰府町裏の田遺跡が知られており，さらに1976年10
註（③

月に調査された福岡市西新町遺跡においては，弥生時代終末期に属する方形竪穴住居跡の壁コ

ーナーに粘土を用いてかまど状の施設を設けている例が発見されている。しかしながら，西新

町遺跡例をもってかまどの初源的形態とし，これが引き続き古墳時代に発展的に継承されたと

するにはいまだ資料不足と言わざるをえないであろう。なお，造り付けかまどから移動式の土
註（②

師製かまどへの転換時期については，山門郡瀬高町鉾田遺跡で奈良時代の遺物と共伴する土師
註③　　　　　　　註③

製かまどの例が知られているが，一方では同時期の福岡市有田遺跡，福岡市上和白遺跡におい
註⑬

ては造り付けかまどが存続している。また筑紫郡太宰府町成屋形遺跡の調査例では，7世紀後

半から8世紀後半にかけての3軒の竪穴住居跡が知られ，造り付けかまどから移動式土師製か

まどの転換期は8世紀の後半頃に求められている。

このように本遺跡の発掘調査は，時間的な制約から狭い発掘面積となり，検出した遺構も少

なかったが，4軒の住居跡とこれに関連するものと思われる溝や柵状遺構の提起する問題は多

く，これからの九州地方における古墳時代の住居跡および集落の研究にとって示唆に富む遺跡

として意義づけることができよう。しかしながら，この種の研究課題として真に追求されるべ

きことは，検出した住居跡の住人，つまり集落の構成員がいかなる人達であったかということ

であろう。このためには，まず集落の規模を明らかにするために広範囲な発掘調査をする事も
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必要であろうが，緊急調査という枠づけの中での発掘では不可能なことであり，むしろ各住居

跡における個別的な検討，つまり住居の構造，建て替えの原因とその時間的推移，さらには，

出土遺物における器種，数量，組合せ，出土状況なども住居の廃絶，埋没，あるいは（食）生

活を通しての生産形態など多面的に有機的な関係をなすのであろうからこれらを赦密に検討し

てこそ住居（集落）を営んだ人達の生活とその意識構造に肉迫できるものと恩われる。

註①　九州地方の須恵器の編年は小田富士雄氏を中心に進められ，ここでは氏による編年に依拠した。

②　石野博信「考古学から見た古代日本の住居」（大林太良編『日本古代文化の探究「家」』社会恩想杜）

1975年

③　青木遺跡発掘調査団『青木遺跡発掘調査報告書Ⅰ』1976年

④　九州地方における古墳時代かまど付設竪穴住居跡の発掘報告例は次のようなものがある。

筑紫野市大曲り遺跡5軒　福岡県教育委員会『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告第1集』

1970年

間　野黒坂遺跡17軒　　同　上

筑紫郡太宰府町池田遺跡1軒　　同　上

八女郡広川町平原遺跡2軒　福岡県教育委員会『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告Ⅲ』

1972年

筑紫野市八隈遺跡6軒　　福岡県教育委員会『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告Ⅶ』1976年

小郡市宮裏遺跡6軒　福岡県教育委員会『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告Ⅴ』1974年

鞍手郡若宮町田尻遺跡1軒　　福岡県教育委員会『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告第1集1976年

福岡市有田遺跡4軒　　福岡市教育委員会が1976年に発掘調査。1977年調査概報書発行予定。

⑤　太宰府町裏の田遺跡　　福岡県文化課酒井仁夫氏の教示による。1977年報告書発行予定。

③　福岡市の地下鉄建設に伴う発掘調査で，現在も調査途上にある。折尾学氏の教示による。

⑦　鏡山　猛「土師質竃の新例」（九州考古学会『九州考古学1』）1957年

③　有田遺跡調査団『有田遺跡第1次発掘調査概報』1967年

有田遺跡調査団『有田遺跡』1968年

③　福岡市教育委員会『和白遺跡群』1971年

⑲　亀井明徳『成屋形遺跡古代住居址発掘調査報告』1970年
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あ　と　が　き

片江辻遺跡を発掘調査してから1年余を経たいま，ようやく本書を発行することになり

ました。図面や出土遺物の資料整理期間中には，他の業務を兼任するなどでいく度となく

作業を中断せざるをえませんでした。どうにか報告書としての体裁をもって上梓すること

ができたのは，多くの人達のど協力と，整理補助員の花畑照子，高倉栄美さんの労による

ものですが，短期間の資料整理だったために編集者二人の討議も満足になしえず，けっし

て学術的な内容をもった報告書とは言えません。

まとめの章にも記しているように，発掘調査にあたっては，考えられるあらゆる問題点

と可能性を基にして作業を実施しましたが，今回の発掘調査は，考古学における「学」と

しての発展段階とそれに規定された調査方法，発掘技術によるものであって，本遺跡のす

べてを語りうる結果を得たというわけではありません。このことは冷酷ながらも破壊のた

めの調査，遺跡を破壊したということを示しています。むろん，前記したように学術的な

ことのみから言えば，その発展段階と可能性からして，今日的な水準による方法と技術で

発掘調査を実施し，またその結論を出すことは不自然なことではなく，容認されることな

のでしょうが，だからこそ開発行為に対して発掘調査（記録保存）によって処理しようと

する現在の行政側の対応策，いわば発掘至上主義は，もっとも危険性があり，埋蔵文化財

に対する罪悪的行為であると断定せざるをえません。

私達埋蔵文化財にかかわる者にとって，発掘調査記録を迅速に公にすることや，はたま

たいかに学術的な資料の集成や検討を加えた内容にするかという事も重要なことでしょう

が，いわゆる報告書偏重の傾向ではなく，真の目的は，いかに遺跡を守り，発掘件数や面

積を少なくしていくかということであり，ここに拠点を設定しない限り将来に向けての記

録（報告書）は出現しないのではないかと考えます。このような意味からして，本書は報

告書として不完全であり，発掘担当者としての責を痛感しております。しかし幸いにも，

区画整理組合のど理解により第一次調査の片江6～8号墳は保存され，さらに今回の調査

では，遺跡が区画整理事業の根幹になる道路部に位置していたために保存することは不可

能でしたが，周辺部に遺跡は拡がり，また事業地内にはほかにも多くの遺跡が知られてい

ることなどから区画整理組合は積極的に埋蔵文化財保存に対処していくという姿勢をこめ

て遺跡説明板等の記念碑を片江辻遺跡に建立するということになり，大いに感謝していま

す°来年度も趣続して西地区（甕棺墓）の発掘調査を予定していますのでどのように区画

整理事業と対応し，保存という型で組みこめるものかなどをお互いの共通する課題として

協議を重ねていきたいと思っていますし，編集者二人の教訓とし，これからの指標とした

いと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塩屋・力武）
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PL・2

1．片江辻遺跡航空写真　西側より　（昭和51年6月撮影）

2・片江辻遺跡航空写真　南側より　（昭和51年6月撮影）



鶴



PL・3

1．Ⅰ区全景
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PL．4

1．Ⅱ区発掘作業風景

2．Ⅱ区遺構全景
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PL．5

1　柵状遺構　南側より

2．柵状遺構土器出土状況
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PL．6

1．Ⅲ区遺構全景　南側より

2．Ⅲ区遺構全景　西側より
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1．Ⅲ区第2号溝

2．第2号溝土層断面
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1．第1号住居跡

2．第1号住居跡かまど
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PL．9

1．第1号住居跡遺物出土状況（B壁）

2．第1号住居跡出土石製品　（縮尺　2/3）
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1．第1号住居跡出土須恵器
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1．第1号住居跡出土須恵器 2．第1号住居跡出土土師式土器
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1．第2号住居跡

2・第2号住居跡
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PL．13

1・第2号住居跡かまど

2・第2号住居跡かまど断面
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H－20

1．第2号住居跡出土須恵器

2・第2号住居跡出土土師式土器
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1．第3号住居跡
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PL．16

1．第4号住居跡

2・第4号住居跡
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1．第4号住居跡出土須恵器
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